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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（倉又 稔君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、６番、保坂 悟議員、１５番、吉岡静夫議員を指名いたします。 
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日程第２に入る前に、一般質問に入る前に市長から発言を求められておりますので、この際、こ

れを許します。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

一般質問の前の貴重なお時間をおかりいたしまして、一言ご報告申し上げます。 

昨日、竹田教育長から、今月１２月末日をもって辞職したい旨の申し出があり、総合的に判断し

た結果、申し出を受理することといたしました。 

また、本日８時４５分から臨時教育委員会が開催され、教育長の辞職が同意されました。今後は、

早急に後任を選考し、１２月１７日の１２月定例会の最終日に新教育長の人事案件と関係する条例

の改正案をご提案をすることといたしました。議会並びに議員の皆様方のご理解とご協力をいただ

きますようお願い申し上げます。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（倉又 稔君） 

日程第２、一般質問を行います。 

昨日に引き続き、通告順に発言を許します。 

渡辺重雄議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 〔４番 渡辺重雄君登壇〕 

○４番（渡辺重雄君） 

おはようございます。 

清政クラブの渡辺重雄でございます。 

それでは、事前に通告をいたしました通告書に基づきまして、１回目の質問をさせていただきま

す。 

１、地方創生総合戦略の実施計画と進め方について。 

国の今回の地方創生への取り組みには、従来の地方活性化政策には見られなかった切実感があり、

今回の政策が失敗した場合、「地方消滅」さらには、地方だけでなく日本社会全体の維持が困難に

なるのではないかという危機意識が強く感じられます。 

市では、総合戦略の推進に当たっては、成果を着実に上げていくため、チーム糸魚川による取り

組みなど、市民との協働で取り組み、推進本部による実施状況等の把握、さらに産官学金労言など

の参画による委員会を設置して、達成度を検証するとしております。 

そして、ＰＤＣＡによる不断のサイクルで、より成果を重視した総合戦略の推進を目指すために、
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目標を明確にして、市全体での目標の共有化と成果を重視した取り組みを展開するとして、市民や

地域、行政がともに考え、ともに行動する協働の取り組みを強調しております。 

確かに、今回の戦略は従来の延長線上では成果が期待できないと考えており、具体的に今までと

どこを変えて推進するのか、現在の各組織との連携や生かし方についてどのように考えているのか、

また、糸魚川市にとって、新たな視点での、新たな組織の必要はないのかなど、より具体的な推進

体制や進め方が成否の重要なカギを握っていると考えております。 

そこで、各機関組織との連携など、取り組みの手法と市民力を生かすために、若者会議と市民大

学制度の提案を含めてお伺いをいたします。 

(1) 事業の実施計画、推進体制、進行管理と推進方法について。 

  今後５年間の実施計画と事業を進める推進体制は、さらに事業や数値目標・ＫＰＩの進捗

状況の検証はどのような体制、頻度で行う予定をしているかなど、進行管理と推進方法につ

いて伺います。 

(2) 産官学金労言の各組織との連携と関わりについて。 

  今回の計画策定にあたっては、産官学金労言の各組織との意見交換などを通じて総合戦略

を取りまとめたことから、実施段階での産官学金労言の各組織からの大きな協力を期待して

いるが、具体的な連携と関わりについて伺います。 

(3) チーム糸魚川との連携と関わりについて。 

  チーム糸魚川は30年後も持続可能なまちづくりに向けて、糸魚川が一丸となって取り組む

組織として発足しており、チーム糸魚川の真価を発揮する場と捉えているが、どのような連

携と関わりを考えているのか伺います。 

(4) 各行政区及び地区公民館との連携と関わりについて。 

  両組織は地域に共通する課題をお互いに協力して解決しようと様々な活動を行っており、

この市民生活の拠点との連携は地方創生で最も重要であり、地域住民のための事業などでど

のような連携を考えているか伺います。 

(5) 集落支援員、地域おこし協力隊、地区担当職員の役割について。 

  この３つの制度は地域の課題に対処するための制度であり、地方創生の趣旨から見ても最

前線の重要な位置にあると考えており、地方創生での役割を明確にし、施策に結びついた動

きを期待しますがいかがですか。 

(6) 未来の担い手育成と地方創生対応のために若者会議の設置を提案。 

  若者の意見や提言を市政に十分反映させ、若々しい感性と力強いエネルギーを取り入れな

がら、若者との協働によるまちづくりと地方創生を進めていくため、若者会議の設置を提案

しますがいかがですか。 

(7) 市民の資質の向上と地域創生対応のために市民大学制度の導入を提案。 

  地方創生の人口問題、地域振興問題などは、市民一人ひとりとの協働により発展させる必

要を感じており、各種の課題への取り組みが一過性で終わらないよう地域教育の場として

「市民大学制度」の導入を提案しますがいかがですか。 

以上で１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、総合計画の実施計画に計上して進めていくこととなり、重点的に取り組

む事業や複数課にまたがる事業などについて庁内委員会を設置して取り組んでまいります。 

また、外部委員会としてチーム糸魚川の団体を中心とした産官学金労言による仮称、総合戦略推

進会議を設置し、より効果的に取り組みを進めるとともに数値目標の達成や進捗の状況を検証して

まいります。 

２点目と３点目につきましては、総合戦略の策定に当たり、チーム糸魚川の協力のもと、さまざ

まな団体と意見交換をしてきており、引き続き意見交換を進める中でお互いの役割を確認し、さら

に連携を深めて市民一体となって総合戦略に取り組んでまいりたいと考えております。 

４点目につきましては、市民活動の拠点である公民館と行政区の連携は、不可欠なものと考えて

おります。地区公民館を拠点として、地区の皆様がさまざまな課題解決に向けた活動を行えるよう

な拠点性の向上を図りたいと考えております。 

５点目につきましては、集落支援員は中山間地域の課題やニーズへの対応、地域おこし協力隊は

地域活性化に関する特定された任務の実行、地域担当職員は地域と行政のパイプ役という役割をそ

れぞれが担い、それらを主に相互に連携をし、地域活性化の施策に結びつけたいと考えております。 

６点目につきましては、青年会議所と市の若手職員による意見交換会を９月に開催したところで

あります。今後、このような会議の開催に向けて準備を進めてまいります。 

７点目につきましては、地域づくりは人づくりであり、人材育成が大切であると考えております。

現在、能生地域の上南地区公民館では、上南大学教養講座を開設して、地域の振興に向けた活動を

行っておりますので、これを参考にして広めてまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ありがとうございました。 

それでは２回目の質問をさせていただきます。 

まず１点目の事業実施計画、推進体制、進行管理と推進方法についてであります。 

米田市長は、平成２７年度の施政方針の中で北陸新幹線開業というビッグチャンスを最大限に生

かしながら国の地方創生の動向を的確に把握しつつ、最重要課題である交流人口の拡大と人口減少

に対する取り組みをさらに進めていかなければならないとしておりましたが、その思いは、今回の

総合戦略に反映できたかどうかお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

まさしく、我々は今そのような課題を抱えておるわけでありまして、それに対してのまちづくり

という形で３０年先も持続可能なまちづくりを進める中において、この地方創生の総合戦略につき

ましては、非常に追い風になったとも捉えとるわけでございまして、全てとはいかないまでも、そ

の中でかなり取り込めたと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

私たちも、この平成２７年度は、地方創生元年として地方にチャンスありというふうに捉えて、

地方創生をいろんな場で議論してきたわけでありますが、このところ議会の特別委員会でも地域で

もこの地方創生の動きが、なかなかひところよりも動きがありませんので、この後、実はどうなる

んでしょうねという声がいろいろ聞こえるもんですから、あえて今回この質問のテーマにさせてい

ただいたわけですが、この人口ビジョンと総合戦略をまとめたわけでありますけども、これがスタ

ートであるわけなんで、これからどんな動きに入っていくのかお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

おはようございます。 

今、議員言われたとおり総合戦略策定というのは、言われるようにスタートに立った時点という

ふうに思っております。やはり今予算編成のほうを進めておりますけれども、予算編成を通じてい

かに実践をしっかり進めていくか、それがこれからの重要な部分というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

総合戦略では、基本施策、個別施策、事業といったものが示されておりますけども、この現段階

では、細かい事業内容は示されていないわけでございますので、この後、実施計画といいますか行

動計画なるものが立てられて、示すという予定はあるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

事業の実施計画でありますけれども、これについては先ほど市長答弁のとおり具体的な実施計画

については、総合計画の実施計画としてまとめて進めたいというふうに考えております。 

ただ、その上で実施計画や予算・決算の参考資料、そういったものをつくる際には総合戦略の該
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当事業がわかるような表示、そういったものをしていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから、今回の人口ビジョンと総合戦略の完成版ということになるんでしょうけども、どれぐ

らいの範囲の方々にこれをお渡ししてあるのかどうか。また、お渡しした後の反応というのはどん

な感じなのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

人口ビジョン、総合戦略の配付先ですけれども、今までいろんな形で意見交換してきた団体、そ

れら全てに配付しておりますし、総合計画等の配付先の団体についても全て配付しております。そ

のほか、ホームページでも公開しておりますし、概略版という形ですけれども、広報等にも掲載し

たところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

反応はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

大きな反応といいますか、こういったものをつくっていただいてありがたいという声もいただい

ておりますけれども、まだ具体的なものについてはこれからというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今回のこの総合戦略が、国でどのようなチェックを受けるのかよくわかりませんけども、この国

の評価の度合いにかかわらず、これだけ大勢の方たちの手で作成したわけでございますので、国の

予算がつく、つかない、あるいはつかなくても実施するという心構えでやってるというふうに私は

思っておるんですが、その点はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

当市にとりまして、人口減少対策というのは、この地方創生以前から大きな課題でありまして、

取り組みをしたとこであります。そういう中におきまして、今回の地方創生ということで総合戦略

まとめたわけでございますが、国の流れも受けながら市として総合戦略を基本に国の支援がある、

ないはかかわらず進めていかなければならないと思っております。 

ただ、最大限に国の支援の得られるものは、最大限活用させていただきたいというふうに進めて

まいります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから、基本目標やＫＰＩの進捗状況の検証ですけども、先ほどの答弁で委員会を設置して成

果を着実に上げていく体制を整備するというふうなことですが、もう少し詳しく教えていただけま

せんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

今回の総合戦略では、ＫＰＩと言われる重要業績評価指標が設定されております。その達成度に

よってチェックできるようになっておると。 

ただ、その反面、適切なＫＰＩが設定されてないとしっかりした評価ができないということで、

ＫＰＩの見直しをする中で各事業についても成果指標を設定し、事務事業評価などを活用して見直

し、改善していきたいと考えております。 

また、チェックの見直しについては、各団体との意見交換も踏まえて行う予定でありますが、国

のほうからもこのＫＰＩのチェックについては、産官学金労言による組織を設置するよう求められ

ておりますので、チーム糸魚川の加盟団体も相談する中で、チェックだけでなく推進も担えるよう

な（仮称）総合戦略推進会議、そういったものを設置する中で、チェックと推進に努めてまいりた

いと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

また、それから、議会の地方創生特別委員会で今回の総合戦略の策定作業を進めるに当たり、

８月に、関係する事業に関して今までの事業の事業評価シートを出していただいているわけですが、
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過去の政策の検証を、その結果、いずれもかなり事業評価がいいんですよね。 

しかし、そうだとすると、これまで行政でさまざまな対策を講じてきたわけですが、大局的には

糸魚川市の人口流出がとまらない。また、少子化に歯どめがかかっていないわけでありますが、こ

の事業評価とのギャップですよね、その辺はどんなふうに捉えておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

当市においては、今までも人口減対策というのは進めてきたわけであります。一例とすれば、子

ども一貫教育であったり、ジオパーク活動の推進、子育て環境の整備や地域づくりプランの推進と

いうことで、ある意味、合併後進めてきたことは、ある意味、本当先を行く取り組みでもあったん

でないかなというふうに考えております。その上で今回の総合戦略では、さらに既存事業のブラッ

シュアップや移住の促進のための新規事業にも取り組むこととしております。 

ただ、その上でやはり大きな課題もあるのかなというふうに考えております。 

１つは、やはり住民意識の醸成、そういったことも重要であるというふうに思っております。特

に、親の考えが子供たちの進路に大きく影響しているということも事実でありますので、市民みん

なで進めるという当事者意識の醸成が重要であるのかなと考えております。 

それともう１つは、やはり東京一極集中の是正を国全体でどのような形で実現できるかというこ

とも大きな課題であると考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今回の地方創生は、とにかく成果が求められてますよね、成果が必要だと。私、この成果を上げ

るにはということで、まちづくり公社、あるいは振興公社など目的に立ち向かう機関といいますか、

実施を第一義にする機関が一番有効だというふうに委員会で設置の提案をさせていただいておりま

したけども、各課やチーム糸魚川の対応で大丈夫だというふうなことでありましたけども、これで

大丈夫なんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

今回の総合戦略については、いろんな角度から検討して進める必要があるというふうに思ってお

ります。当面は各課なり、チーム糸魚川なりいろんな団体との連携、それから地域づくりプランを

進める中で進める必要があるというふうに考えておりますけれども、やはりそういう中でそういっ

た議員提案のものが有効であるということであれば、そういったことも選択肢の１つとして考えて

いかなければならないと思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

いずれにしましても、地方創生の取り組みを継続的に行うためには、地域一体となった実施体制、

これを構築しなきゃいけないわけでございますが、改革的というよりも、本当にそれ以上の革命的

とも言えるような体制がとれないとなかなか成功しないんじゃないかというふうな感じも持ってお

るんですが、それは私だけでしょうか、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

革命的な取り組みがいいのかどうかというのは、微妙なところなんですけれども、やはり市民み

んなが、やはり人口減少ということが、これからの将来を担う子供たち、住んでる人、そういった

ところに大きな影響が出てくるんだという、そういう意識を持っていただくこと。行政側としても

やはりこのままいくとどうなるんだよという、そういうデータ提供をすることによってみんなで考

えていく体制づくりというのが一番重要なことかと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

成果を求めるということになると、１つの考え方として株式会社糸魚川市にするぐらいの気概を

持った取り組み、体制を構築しないとなかなか変革できないんじゃないかなというふうなことも感

じるわけですが、私はこの地方創生は行政を初め、まず公共的な組織団体がまず変革すること。そ

れから、本気を見せること。これが必要だというふうに思うわけであります。 

したがって、この時期は、この総合戦略を意見や提案を求めた組織団体にきちっとする。国から、

まだそれについての反応がないわけですけども、この段階で実施段階に向けた進め方の説明、ある

いは成果を上げるための戦略を描く必要があると思うんですが、その辺の段取りについてはいかが

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

まずは、職員がやはりこの総合戦略というのをしっかり理解する必要があるというふうに思って

ます。そういう中で、日々仕事の中でいろんな団体と話し合う機会がある。そういう際に話を継続

していく必要があると思ってますし、そういう機会をやはりこれからどんどんふやすような形に持

ってく必要があるというふうに思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

じゃあ、２点目の産官学金労言に関してであります。 

総合戦略の完成版ではですね、事業名と行政の担当部署が明記されておりますけども、産官学金

労言の皆さんが策定に当たって、どの部分でどのようにかかわっているのか、なかなか見えないん

ですね。我々、委員会でいただいた資料の一部にはそれが、かかわった部分というのはちょっと見

える資料もございましたが、この完成版を見る限りには、その辺がよくわからないんですけども、

この意見、要望、提案、参画というふうに分けた場合ですね、産官学金労言の方々からどんな対応

をしていただいていたのか、言葉ではなかなか何というか、対応し切れないと思うんですが、それ

をどのように対応されてるのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

今回、計画をつくるに当たって、各種団体であったり、審議会であったり、また地区の懇談会で

あったりということで、合計すると約５０団体、回数にすると６５回ということで１,０００人以

上の方からいろんな意見をお聞かせいただいております。最終的には、それら出てきた意見を会議

録なり要望事項なり、まとめて各課のほうにも配付する中で、それらを計画のほうへ盛り込むとい

うような形で、全てが全て盛り込めたわけではないとは思ってますけれども、そういう形で総合戦

略のほうを組み立てております。 

また、各団体のほうからも自分の団体では、こういう形でというようなものも出てきたものと考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

細かいことを言えばですね、この今回の産官学金労言でありますけども、これからそれぞれの組

織や団体に何を求め、何をお願いしていくのかというふうなこと。産官学の連携というのは、今ま

でもいろんな面で言われておりましたのでよくわかるんですけども、金労言ですね、今回。この金

融に関して、労働に関して、言論に関して、こういう方たちにどういうふうにこの地方創生の取り

組みでお願いをしていくのか、ここの辺を少しお聞きをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 
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産官学金労言というのは、広くいろんな人たちの意見を聞いてということで入ってきてると思い

ます。やはりその中では、やはり行政だけでやるんじゃないよという、それぞれの立場、それぞれ

の役割、そういうものをみんなで考えてそれぞれ役割分担する中で進めないと、この人口減という

のはしっかりとできないという中で出てきたものと考えております。その中では、金の金融機関の

部分でいきますと、今回市内の金融機関と連携協定を結んだわけですけれども、その金融機関独自

の地方創生の取り組みとして、健診結果で利率がアップするとか、空き家として登録する際の修繕

費の借入利率を引き下げる、そういった新たな取り組みも出ていることも事実であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

国が考えていることは、この金というのは、やっぱり銀行とか信用金庫等の金融機関が地域経済

等に関する情報提供や分析力によって金融機関のノウハウやネットワークの活用が期待できるとい

うふうなことですね。それから労については、労働組合で女性の就労率を高め、女性の働き方を変

えることは男性の働き方を変えることであり、それは労働協定などに直結するというようなこと等

も期待をしているようですし、また言論機関に関しては、地方から情報発信をどういうふうにして

いくのかというふうなことで、それぞれの分野の力を借りようじゃないかというふうなことであっ

たかなというふうに思います。 

それから、９月の議会で藤田課長はですね、多分、行政がつくる計画で、これだけ多くの団体と

意見交換をしてつくった計画は、今回が初めてではないかと思ってると。やはりそういう意見交換

する中で行政が気づく部分、また各団体が気づく部分、そういった部分があろうかと思っていると

いうふうに答えておりますが、今回のこの意見交換で終わるんじゃなく、今度は実践の場でどのよ

うにかかわっていただけるのか、その辺がですね、ほんとに我々は見せていただきたいな、その辺

は教えてもらいたいなというのが、きょうのお願いなんですよね。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

確かに、計画をつくるまでの意見交換だけで終わらせてはいけないというふうに思っております。

実践する段階においても、市が実践する事業もあろうかと思いますけれども、各団体が直接実施す

る事業もあろうかと思いますので、それぞれが意見交換、情報共有する中で進めていく部分が非常

に重要になると考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

その点では、お隣の上越市ですけれども、上越市のまち・ひと・しごと創生推進協議会、これを

組織して、各構成団体５６団体がですね、地方創生に向けた各団体の事業というのを提出して４つ
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の分野で取り組むと。そして、非常に理想的なスタイルだなと思ったのは、この総合戦略をまとめ

て、今度推進もほぼ自動的に進められる体制なんですね。自分たちがこういうものをメニューとし

て出します。それから、いわゆる目標値もこういうふうに出すと自分たちで宣誓しているようなも

んなんですね。したがって、推進も自分たちが責任を持ってするという体制がとれてるんです。こ

ういう形をですね、今からでも遅くないんで何とかしてつくれませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

形態というのは、それぞれあろうかと思いますけれども、そういう形での取り組みに持っていき

たいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それでは、３番目のチーム糸魚川に関してでありますけども、私本当にこのチーム糸魚川には大

変期待をしておりまして、今までの活動状況を知りたいと思っていろいろこう調べてみてるんです

が、なかなかこう見当たらないんですね。時々議会で議員との一般質問のやりとりもあるもんです

から議事録等でも把握をさせていただいておりますけども、このチーム糸魚川がですね、もっとこ

う、市民に見える活動であったり、またその活動の状況を情報提供いただけると、大勢の参加が得

られますし、広がっていくんじゃないかなというふうに思うんですが、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

チーム糸魚川発足して、もうすぐ２年が過ぎようとしております。現在については、２５団体か

ら参加していただいており、白紙の状態からスタートして、定住人口の維持と交流人口の拡大によ

り、３０年後も持続可能なまちづくりを目指すという目的のもとで、できることからスタートした

というのが現状であります。昨年については、糸魚川応援隊や新幹線開業に向けた取り組み、メー

リングリストによる情報交換を進めてまいりましたけれども、来年度以降の取り組みについて、も

う少しレベルアップしたいと思ってますし、そういう中で情報提供というのをもう少しオープンに

していけたらいいのかなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

平成２５年度、２６年度の事業計画では、糸魚川市全体のチームワークを高める活動というふう
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な、さらにそこを詳しくというのがちょっと見れてないんですが、具体的にどのようなことを実施

されて、どのような成果が上がってるのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

チーム糸魚川の活動としては、先ほど説明したとおり、新幹線開業に向けた取り組みとして駅前

に花のプランターを設置したり、それから糸魚川応援隊の会員獲得の活動ということで、糸魚川応

援隊についても１１月末現在で約１,４００人までふえたという形になっております。今年度は、

新たな取り組みとして、この総合戦略について意見交換の場を設けておりますし、来年度について

は、それらをもう少しステップアップしたような形に持っていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

事業計画の話の中で、私やっぱり全面に人口問題などが事業計画にばちっとこう明記されて、目

的がわかりやすいというふうなものであるのかなと思ったんで、ちょっと弱い気がしますね。今回、

今年度の事業計画では、この地方創生糸魚川市総合戦略への参画というふうに、これわかりすいで

すね。その中で３０年先も持続可能なまちを目指して糸魚川市総合戦略策定に向けた官民連携協議

へチーム糸魚川として参画するというふうなことでありますので、それはわかるんですが、じゃあ

この策定には具体的にどのようにかかわってきたかお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

人口ビジョンの素案とか総合戦略の素案ができた中で、そういったものを説明する中で、意見や

提言をいただく中で、総合戦略の策定のほうにかかわってもらっております。そういう会議の中で

は、１つちょっと気になったのは、やはり今まで市がいろんな施策を実施してきてるわけですけれ

ども、やはりそういったものを結構知らない方も多く見られたということで、そういう面では、市

の事業ＰＲという、そういったものももう少しわかりやすくする必要もあるのかなと思っておりま

す。 

また、会議の中では、もう少し具体的な施策の検討、そういったものも進めるようになってほし

いという要望も出ておりますので、次年度に向けてはそういった部分についてもチーム糸魚川で取

り組めるような形に持っていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 
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○４番（渡辺重雄君） 

今、課長もおっしゃってはいるんで、わかるんですけども、この地方創生の目的とチーム糸魚川

の目的は同じなんですよね。ここはやはり先導して取り組む組織ということで強く打ち出していた

だいてですね、地方創生と言えばチーム糸魚川と言われるような体制にまで持っていっていただき

たいというお願いであります。 

それから、どうも最近感じますのはですね、新規の事業を取り込んで実施する場合ですけども、

このキャッチフレーズをつけて事業展開をするわけなんですけども、このキャッチフレーズがひと

り歩きして、なかなか成果が見えないものが多いような気がしますよね。いわゆる宣言したり目標

設定したら最大限の努力、これをしなければならないわけですし、成果を上げなければならないの

は当たり前だと思うんです。 

したがって、このチーム糸魚川もですね、３０年後も持続可能なまちを目指すということで、賛

同して集まったメンバーでありますし、皆さんそれぞれ力があるわけですので、その力を糸魚川市

の未来のために発揮をしていただきたいというふうに強く思っております。 

次に、４番目の各行政区及び地区公民館に関してでありますけども、この住民懇談会ですね、こ

の懇談で得た意見とか要望、これをどのように総合戦略に反映させることができたのかどうか。特

に、この地域づくりプランを何カ所かで策定しておりますけども、この総合戦略とのかかわりの中

で、この地域づくりプランが、それがそのままその地域の総合戦略に反映させることができたかど

うか、その辺ちょっとお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

お答えいたします。 

地域づくりプランの策定してる地区についてはですね、やはり地域の方が、その地域をどうした

いかと、どういう問題があるか、それから今後どうしていけばいいかということで、地域づくりプ

ランを策定させていただいております。そういった意味からですね、やはり今後の将来この地区を

どうしたいかという意見等がやはり出ておりますので、その辺については、やはり総合戦略プラン

の中で、今後実践をしていくというような形で考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

私、この人口とか世帯数、それからハード面に関しては、行政でもその地区の状況はつかめるわ

けでありますけども、ソフト面ですね、生活実態というようなことになると、なかなかつかみにく

い。そこで、最低区長さん方にアンケートとか地域のチェックシートですか、カルテといったよう

なものを作成をお願いして、地域の強いところ、弱いところ、こういうものをやっぱり確認して地

方創生にやっぱり生かしていただきたいと、こういうふうに思っておったんですけども、その辺の

この調査とか対応はされて、創生に生かしていただいているかどうか伺いたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

過去には高齢化が進んだ集落の調査とか、それからひとり暮らしの方を訪問しての調査という形

で調査した結果がありますので、そういったものも参考にして計画のほうは策定しておりますけれ

ども、ただもう１つは、やはり地域づくりプランというのは、２１公民館単位での、ある意味総合

戦略の縮小版というふうにも考えられるんじゃないかなというふうに思っております。そういう意

味では、地域づくりプランの策定に向けて、地域の方が自分の地域のことを一生懸命考えて進むべ

き方向を出す。それに対して行政のほうも支援をしていくという、そういったことが重要なのでな

いかなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

総合戦略が、完成版ができたんですけども、今後、実践の段階で各地区に具体的にどのようなお

願いを、対応を求めていくのかを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

今回、人口ビジョン、総合戦略を策定しております。特に人口ビジョンの中では、２１公民館単

位で、このまんまの状態でいけば各地域の人口というのは将来こうなるんですよという形でお示し

をしております。やはり市でつくる総合ビジョンというのは、市全体のビジョンでありますけれど

も、各地域になると、やはり各地域で真剣に考えていただくということが一番重要なんでないかな

と思ってます。特に最近、１％回帰論というものがあります。人口の１％の人が移住してくれば、

そこの地域の人口というのは将来的にも維持できるという、市全体で考えると４万５,０００人の

１％というのは、４５０人ということで、結構大変な数字なんですけれども、中山間地の数字で捉

えると毎年１人とか、２年に３人とか、そういった数字になろうかと思いますので、そういったこ

とも含めて地域でしっかり考えていただけるような意識醸成、そのためには行政側も資料やデータ、

それから支援、そういったものが必要になるかと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

地域でもですね、この人口問題がこれだけいろいろのところで出てくるもんですから、かなり問
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題意識は高まってはきております。 

それから、公民館の活動の関係ですが、地方創生のその考え方そのものは公民館にも求められて

いるという、公民館活動等にも求められてると私は思うわけなんで、この地方創生実施段階での各

地区公民館の役割、こういうものをやっぱり明確にして取り組んでいただきたいと思うんですが、

その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

渡辺議員おっしゃるようにですね、地域づくりプラン等、地域の活性化を進めていく上で地区公

民館の役割というのは非常に大きいと思っております。そういう中におきまして、次年度に向けて

は、市長部局の、後ほど質問の中にでも出てまいりましたが、集落支援あるいは地域づくり協力隊

というものが定住促進課で、今、配置しておりますけれども、地域づくりプランを進める、あるい

は策定に取り組んでいるというようなところについてはですね、定住促進課の集落支援員、それか

ら地域おこし協力隊、これをそれぞれの地区公民館に配置して結びつけていくというような取り組

みも新年度に向けては検討しているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今、集落支援員等の話も出てまいりましたが、５番目に移りますが、この集落支援員に関してで

すけども、特に目的としてはですね、地域の維持・活性化を図っていくことを目的にするというよ

うなことでありますけども、この現時点で担当地区の維持と活性化に関して、特にそれに特化した

ような動きというのはされているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

お答えいたします。 

今は集落支援員の活動といたしましては、やはり集落内の巡回、それから声がけ、それから事業

等の実施についてのお手伝い等をやっております。 

ただ、ステップといたしましては、今の声がけ等からやはり課題の認識、それから関係機関との

連絡、情報提供、それをまたステップアップして地域内での話し合いや交流、最終的にはですね、

やはり問題解決に向けた地域活性化の支援等までできるような方向に進んでいきたいというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今、課長おっしゃるとおりなんですけども、集落の点検、それから話し合いの結果、これを踏ま

えて逆に実施しなければならない集落の維持、活性化対策、こういうものが必要になってくると思

うんですが、実際そういう形の中から対策を講じて、あるいは講じたいんだというものがあるのか

どうかお願いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

集落の活性化に向けてはですね、今取り組んでおるのが、例えば高齢者サロンの立ち上げだとか

いって、お年寄りの方から出てきていただいて、いろいろお話を聞いたり、体操したり、健康維持

に努めたりとか、そういうものの取り組みは一応行っております。 

ただ、今後いろいろ中山間地域についてはですね、人口減少に伴っていろいろな問題が出てくる

と思います。例えば除雪の関係だとか、雪掘りだとか、雪屋根おろしだとか、そういうものの問題

も出てくると思います。その辺については、今後、集落支援員で何とか対応ができるんかどういう

のか、その辺のところも今後、検討していく必要があるんではないかなというふうには考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

集落支援員の皆さんは、精いっぱい頑張っていらっしゃるんですが、なかなか何というか目的が

はっきりしてないところもあるもんですから、なかなか自分たちで逆にこれでいいのかなというふ

うな自問自答してるところもあるように伺いますので、いわゆる情報を共有して取り組んでいただ

きたいなというふうな気がします。 

６番目の若者会議の設置の提案についてでありますけども、地方創生の第一人者であります増田

寛也氏ですか、地方創生の切り札は、「よそ者」、「馬鹿者」、「若者」であるというふうに言っ

ておるわけですが、よその地域からやってくる人、若い人、そして馬力のある人、これが変化を起

こしていくんだというふうにも言っておりますが、私はまず地元にいる若者をどのように、この地

方創生の議論の場に参画していただき、中心になっていただけるかということだと思うんですけど

も、この総合戦略の作成段階でのかかわり、先ほど青年会議所等かかわっているんだというふうな

お話ございましたが、もう少し詳しく、どのようにかかわられたか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

今回の総合戦略を作成するに当たって、各地域へ出向いたわけですけども、その中では、やはり
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年配の方、それからある程度お年をとった方しか出席がされなくてですね、そういう方については

意見をいただいておるとこでございますが、そういう中では地域の若者の意見というものが今回あ

まり反映されていないというような状況の中から、これではやはりまずいのではないかということ

で、先ほど申し上げたとおり若者の会議をつくってですね、若者がどういうようなことを考え、ど

ういうものを思って、これからどういうことをしたいのかというのをやはり知るべきだと。またや

っていかなければいけないということで、第１回として青年会議所と市の若手職員の意見交換会を

行ったわけですけども、その辺のところを生かす中で、やはり今後、各地区等で若者の会議を行う

中で、やっぱり意見等を反映させていくことが必要だというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

かつては、どこの地域にも青年会とか青年団というのがあって、地域の中心になって活動してい

たもんですね。当時は、地域の必要な組織でありましたし、また若者に委ねられた事業や仕事です

ね、これも半ば義務的な感じのものだったんですけども、なくなってから、この若者の意見すら聞

く機会がなくなったと。そして、若者と地区のつながりもほとんどなくなっていると。このかつて

の青年会・青年団というような形は違ってもいいんですけども、若者を地域の主役にする、こうい

うことも地方創生の大きな取り組みだというふうに私は思ってるんですが、今、課長が青年会議所

と市の若い人と話し合い、懇談をしたということなんですが、それをぜひ広げて、地域全体に広げ

ていただきたいと思うんですがいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

議員おっしゃるとおりでありまして、各地区にやはりそういう若者の会議等をつくってですね、

やはりそこから意見等を吸い上げ、また若者が活動していただいて、地域のリーダーになっていた

だくというようなことまでやはり行けたらいいなというふうに考えて進めているところでございま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

全国では、若者を地域づくりに参画していただく方法として、さまざまな手法を講じておるんで

すが、これ一例ですけども、愛知県の新城市では、若者会議じゃなく、名称は若者議会ということ

なんですが、設置しておりまして、少し紹介しますとですね、若者条例の制定、市長の諮問機関と

して若者議会の設置、若者総合政策策定と続いておりまして、今回の地方創生では高校生が地方創

生に取り組んでいるというふうなことですね。特に、来年から１８歳から選挙権が与えられますし、

その分、責任も出てくるわけなんで、糸魚川市としても大いにその責任を発揮していただくために
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も若者会議を創設してですね、いろんな出番を考えてあげるというふうなことも我々の役目ではな

いかなというふうに思っとるんですがいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

そのとおりであります。若い人が物事を考えて、それを実践するということであります。その実

践について、やはり市も支援するという形をとっていたというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

７番目の市民大学制度の導入の提案でありますけども、３月の一般質問で米田市長は、この件に

ついて一番大事なところであり、研究させていただき、取り組まさせていただきたいと。ただ、育

成できる機関、機能や制度について、つくれるかを検討させていただきたいという答弁をいただい

ておるんですが、特別な大きな予算を必要とするものではないんじゃないかなと私は思ってるんで、

ぜひ来年度から導入していただきたいなというふうな思いを持ってるんですがいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

１回目の答弁にお答えさせていただいたように、今、地域の中においては、上南地域で今、取り

組んでいただいておるわけでございまして、それを見させていただいく中で、それが拡大できるか

なと思っておるわけであります。やはり地域に根づいたものでなければいけないという感覚があっ

たからそのような考え方を持っておりまして、即やれるものだったら取り組んでいきたいと思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

市長、今おっしゃるとおりですね、既に生涯学習での講座、それから出前講座等でもまちづくり

に関する学習等も行われておりますので、最初はこれらを整理して市民にわかりやすく入り込みや

すい仕組みをつくっていただくだけでも、スタートの段階では本当にいいんじゃないかなというふ

うな思いをいたしておりますが、担当のほうはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

佐々木生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 佐々木繁雄君登壇〕 
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○教育委員会生涯学習課長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

今ほど市長が述べましたように上南大学、上南地域でやってる大学名でありますけども、私これ

見まして、ネーミングも大変すばらしいものもありますし、地域でみんなで学ぼうという姿勢があ

らわれているのかなというふうに思っております。上南大学の内容については、ことし７月の

１７日に県の公民館大会が聖籠町で行われまして、伊藤館長からその取り組みの報告をされたとこ

ろであります。公民館のさまざまな活動そのものについては、「集う、学ぶ、結ぶ」という大きな

３つの大原則があるわけでありますけども、今、議員おっしゃられますように、とかく学ぶ、集う、

学ぶといいますか、生涯学習の学習の点に重点が置かれてまいりましたけれども、今後、結ぶとい

う地域の活性化を図る上で、いろいろな団体と協力をし合いながら地域の課題に取り組んでいくと

いう姿勢が必要だなということでありまして、この上南大学につきましても、そういう第一歩であ

るかなというふうに思っております。今後、こういうところのモデルを活用して、２１の公民館全

体で共有するような取り組みを図ってもらいたいというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

お隣の上越市では、長年、市民まちづくり大学ということで、まちづくりに特化したカリキュラ

ムを持っていっているようですけども、内容を見てみますと、地域活動、市民活動をするに当たっ

ての基礎的なことを学ぼうということですね。この大学によってオピニオンリーダーが大勢輩出さ

れていたり、ＮＰＯ活動が盛んなんですね。それから、外から転入された方たちが受講されて、地

域に入りやすいというふうな効果が結構あるというふうなことも聞いております。 

したがって、地方創生の大きな役割を果たしているんじゃないかなということで、こちらのほう

もぜひ参考にしていただきたいというふうに思います。 

それから、いずれにしましても、これからの将来を見据えた場合、今回の地方創生の総合戦略を

描いた戦略どおりに進めなければならないわけですし、それには行政も組織団体も、そして我々市

民も地方創生を自分事として受けとめて進めることが一番大事だというふうに私は思っております。 

これで私の一般質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、渡辺議員の質問が終わりました。 

次に、古畑浩一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 〔２０番 古畑浩一君登壇〕 

○２０番（古畑浩一君） 

おはようございます。奴奈川クラブの古畑浩一でございます。 

これより一般質問をさせていただきますが、本日冒頭、一般質問に先駆けまして、教育長の突然
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の辞意表明は、まことに青天のへきれきであります。私の一般質問とも関連することから動揺が隠

し切れませんが、予定どおり一般質問通告書に従い質問をさせていただきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

１、糸魚川白嶺高校の学級減に至る経過と影響について。 

(1) 平成２８年度から２年間の高等学校等再編整備計画案において、糸魚川白嶺高校の現状

４学級を３学級にすることが決定された。 

  受験生の減員を主な理由としているが、９月定例会一般質問でも申し上げたとおり、

２８・２９年度の中学生卒業見込数は減員どころか増加しており、市外からの受験生も増加

傾向にある。今回の県教委の決定には納得できないものがあり、高校・中学のＰＴＡ、同窓

会はじめ、議会、経済団体よりの学級維持を求める署名や意見書も無視された形となった。

学級減決定に至る経緯についてお聞かせいただきたい。 

(2) 糸魚川白嶺高校は、地元就職率も高く、貴重な人材を輩出する地元に密着した教育活動を

行う地域貢献の高い学校である。現在糸魚川市では少子高齢化に歯止めをかけるべく「ま

ち・ひと・しごと総合戦略と人口ビジョン」を策定したが、同校の学級減は若者の地元定着

に対しても著しい悪影響を及ぼすと考えますがどうか。 

(3) 糸魚川白嶺高校の学級減に至る経過とえちごトキめき鉄道における朝夕の通勤通学時の混

雑解消については、どのように対処するのか。 

２、教育大綱の策定と教育委員会のあり方について。 

(1) 大綱策定の背景と趣旨について。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、行政と教育委員会のあり方はど

う変わっていくのか。 

(2) ０歳から18歳までの「子ども一貫教育」をどのように推進し、具現化していくのか。高校、

県教育委員会との方針調整、魅力ある新学科づくりなど、どのように実現していくのか。 

(3) いじめ・不登校の実数の推移と対応について。 

  ひすいルームや保健室通学など不登校にカウントされない子どもの実数と実態は。また、

いじめ・不登校の原因と対策についてはどうか。 

(4) 再発防止を約束しながら、依然として続く給食の異物混入。食の安全と安心を揺るがし、

信用を失墜させた責任についてどのように考えるか。 

３、新幹線開業効果と駅周辺の整備計画について。 

(1) 待望の北陸新幹線が開業し上半期を経過した今、その経済効果はどのように現れたか。 

(2) 新幹線開業を見据えて、長年協議されてきた駅周辺整備計画ですが、北口の空き店舗対策、

南口の空き家対策についてなど、いまだ具体的な方針が示されていない。 

  新幹線時代に対応したまちづくりを今後、どのように進めていくのかお聞かせいただきた

い。 

以上で１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

古畑議員のご質問にお答えいたします。 

一番目の１点目につきましては、９月定例会でお答えしたとおり、８月１９日に県教育委員会に

対し、学級減に対する遺憾の意を伝えてまいりましたが、その後も市として学級減を２年間猶予い

ただきたい旨を要請してきたところであります。 

さらに、市内の３中学校ＰＴＡから９月２４日に提出された要望書等の署名を翌２５日に県教育

委員会に手渡し、保護者の意向を伝えてまいりましたが、残念ながら１０月２６日に開催の県教育

委員会において学級減が正式に決定されたところであります。県教育委員会が署名や市議会意見書

を受理した後、改めて県全体の定員割れの状況や生徒の進路希望等を総合的に検討した結果、学級

減の方向は変わらなかったわけであります。 

２点目につきましては、学級減の影響を注視するとともに引き続き白嶺高校と連携をし、学校の

魅力づくりに努めてまいります。 

３点目につきましては、通勤・通学時の混雑時解消に向けて車両の増設を、引き続きえちごトキ

めき鉄道へ要望してまいります。 

２番目の教育大綱の策定と教育委員会のあり方についてのご質問につきましては、この後、教育

長から答弁いたしますのでよろしくお願いいたします。 

３番目の１点目につきましては、上半期の観光入込客数は、約４０万人増加しており、その経済

波及効果は観光庁の測定モデルを使って推計しますと、交通費を除く直接効果は約１１億円と試算

されます。 

一方、市内企業の前期景況アンケートによりますと、北陸新幹線効果は、まだ見えてないとの結

果も出ていることから、今後とも市内の周遊性を高めて、市内全体での入込客数の増加を図る取り

組みが必要と考えております。 

２点目につきましては、新幹線開業と合わせて中央大通り線、駅南線、自由通路などが整備され、

交通の流れも変わっていることから、新幹線時代に対応したまちづくりに向けて、都市計画も含め、

市全体の市街地のあり方を検討してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

古畑議員のご質問にお答えいたします。 

２番目の１点目につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により、教育

に関する事務の執行権限は、引き続き教育委員会が有することとなります。 

その一方で、市長による新教育長の任命責任、総合教育会議や教育大綱の策定を通じて、教育行

政における市長の役割などが明確化されたことから、行政と教育委員会とがさらに連携をとる仕組

みが整ったと考えております。 

２点目につきましては、推進に当たっては、教育委員会、学校・園、保護者、地域がそれぞれ情
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報共有できる機会を設営し、取り組みを検証しつつ、より連携を強めて取り組んでまいります。 

また、高校の魅力を高める取り組みを地域や産業などが一体となり、検討を進めていくことが大

切であると考えています。 

３点目につきましては、昨年度の小中学校のいじめ件数は６０件で、実数の推移は１９年度の

４１件から毎年減少傾向でありましたが、いじめの認知に対する指導により、昨年度の件数は増加

したものと考えています。 

また、昨年度の小中学校の不登校件数は２３件で、実数の推移は２０年度の４８件から減少傾向

であります。 

次に、不登校の児童生徒は１０月末現在で１６名、不登校傾向は１３名となっています。２６年

度の場合、不登校の原因と考えられる状況は、学校に係るものが４割、本人に係るものが４割とな

っています。いじめの対策は、いじめ防止条例、いじめ防止基本方針に基づき、早期発見と早期対

処を基本に取り組みを進めております。不登校の対策は、不登校傾向の段階から児童生徒が抱える

悩みや不安の把握に努めております。 

４点目につきましては、再発防止に取り組んでいる最中に新たな異物混入が連続して発生したこ

とにつきましては、安全・安心な給食を期待する児童、生徒、保護者の信頼に応えられなかった責

任は大変重いと受けとめております。調理現場の職員はもとより、教職員や食材納入業者にも注意

を促し、それぞれの立場で再発防止に取り組み、信頼を回復してまいりたいと考えております。 

以上です。 

 

 

 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

これから２回目の質問をさせていただきたいというふうに思っております。 

教育長、図らずもきょうは最後の議会となるようなんですけどね、ひとつ元気出して一生懸命答

弁よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、１点目なんですけれども、これもうずっと言い続けてきたんですが、白嶺高校の学級

減。平成２６年度の市内４校の卒業生は３６９人、対して来年２７年度は３８３人、再来年度の

２８年度は３９５人。減るどころか増加しておる。こういった現状につきまして、こうしたデータ

をもとにですね、再度、県教育委員会のほうへ交渉へ行っていただいたと思うんですけれども、そ

のときの経過。また、それでもなぜ減らさなくちゃいけなかったかという答弁について、県教育委

員会はどのように言ってるのかお聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹之内教育次長。 〔教育次長 竹之内 豊君登壇〕 

○教育次長（竹之内 豊君） 
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確たる、それに対する的確な答弁というのは、得られなかったわけでございますが、上越地域全

体の卒業生の状況並びに受験する中学３年生の進路の希望等を総合的に勘案した結果というふうな

お答えでございました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

副市長はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

９月９日にですね、県の教育委員会へ参りまして、今申し上げましたとおり、来年、再来年と受

験生が多くなるんだということをデータを示しまして、その辺で少なくとも２年ぐらいは延期をし

てもらいたい。学級減を１年なり２年間延長してもらいたいということを要請してまいりました。

ただ、そのときは要請しましたけども、いろんなやりとりの中では、相当見解の相違もあったなと

いうふうに考えております。 

ただ、きちんと要請だけはしたんですけども、その結果についてはまた後ほどですよという話に

なったということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

市長、教育長、教育次長、副市長、再三再四、県のほうへ要望へ行った。しかし、その願いはか

なわなかった。このことについて、糸魚川の長としてのご感想をお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に残念に思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

１つのうがった考え方ですが、そのすぐ後、新潟県内の公立校１４校以上減少するという新たな

高校の再整備計画出ましたよね。これの既成事実をつくるためには、どうしても白嶺高校を４学級



 

－ 288 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

から３学級にしなくてはいけなかったんではないですか。その辺につきましては、どのようにお考

えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹之内教育次長。 〔教育次長 竹之内 豊君登壇〕 

○教育次長（竹之内 豊君） 

それとの関連性は明確な説明はございませんが、ある意味そういった見方もできるのかなという

ふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

私も、もれ信頼できる筋からお聞きした、この陳情や学級維持に対する要望行った時点では、既

にこうした方針案を再編成案をもう県教育委員会は持っていた。 

したがって、どうしてもこの設計図どおりやるためには、白嶺高校３学級にしなくちゃいけなか

った、統廃合の対象校にするためにね。この件につきましては、後ほど違う項目でね、もう一回改

めて聞かさせていただきたいと思いますけれど。ただ、自治体の長として糸魚川の実態が減っても

いない学級を減らされなくちゃならんということについては、もっと強烈に私は遺憾の意を示すべ

きだと私は思います。 

そこで、じゃあ何で遺憾なのかなんです。先ほども１回目で、もう聞いておりますけれども、や

はり総合戦略の中において、夢をかなえて、若者や女性が輝くまちづくりを実現する。その中にお

いては、若者定着、就職をさせていく、人材を確保していくという大事な項目。その１つの大きな

キーワードが高校生の地元定着だと思うんですよ。今回の学級減に対するこうしたことに対して、

著しい悪影響、暗い影というものを私は感じるんですけども、この件につきましては、担当課、ど

のように対応していくのかお聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

今回の白嶺高校の１学級減、子供を産み育てる上では、教育環境というのは本当に大変重要なも

のであるというふうに思っております。今回の白嶺高校の１学級についても、当然何らかの影響は

出てくるものというふうに思っておりますし、特に今後、移住・定住政策を進める上では、高校の

定員に余裕がないということは大きなことだと思いますし、もう１つ懸念されることが、子供たち

の進学希望にもよりますけれども、市外へ通学する子供がふえた場合の影響ということで、今回の

学級減により、どのような影響が出るか、入学者の内訳とか市外の進学数、それから市内就職数な

ど、そういう数値的な分析が大変重要だと思っておりますし、もう１つはやはり海士町のように廃

校の危機から２学級減まで戻したという、そういう実例もありますんで、やはり学校の魅力づくり、
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そういったことが非常に重要になってくると考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

有効求人倍率と人材確保、さらに糸魚川の子が、いわゆる市外へ行くということは、それだけ視

野も広がるし、さまざまな部分での雇用機会、糸魚川市外の部分の雇用機会も広がっていくと思う

んです。こういったことに対する考え方ということは、担当課としてはどのように危機感を持って

いらっしゃるのかお聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

今、有効求人倍率の話をいただきました。やはりもっともっと地元企業の魅力を、我々はもっと

ＰＲするべきでないかというふうに考えておりますし、あわせて海洋高校のようなビジネスチャレ

ンジ、そういうところにも、もっと支援していくように私ら高校に足を運ぶ必要があるなというふ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

私は、今の状態でも地元企業の皆さんは、高校生が自分の会社に来てくれないということで、大

変雇用確保に困ってらっしゃるんじゃないか、ここをお聞きしたいんですけど。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

個々具体的に、そういう企業からのお困り事は聞いてはおりませんけども、有効求人倍率とのギ

ャップが生じてるわけでありますので、それは先ほど申し上げましたように、もっと地元企業の魅

力を、我々しっかり発信する必要があるなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

それ聞いてないっておかしいんじゃないですか。地元雇用創出事業、地元就職促進事業って全部、

斉藤課長、あなたのとこの所管じゃないんですか。そこで何で企業から人が来なくて困ってるとい

う声が聞こえてないんですか。何でそう、人ごとみたいに答弁してるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

困っとる実態は、個々には聞いておりますけども、総合的にお話しできるような状況まで情報と

して今持ち合わせておりませんので、そのような答弁とさせていただきました。申しわけありませ

ん。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

やはり認識が甘いんですね。まさかこの質問で自分のところに答弁が来ると思ってなかったんで

しょ。これは、また委員会の中でも言いますけれども、さまざまなデータ、まさに子供１人が、も

う虎の子一匹ですよ、地域の宝、私は１人として外へ出したくないんですよ。残っていただけるん

なら１人でも多く残っていただきたい。そういうつもりで質問しているので、必死に皆さんも危機

感を持って答弁をしていただきたいと思っております。 

さて、次行きます。 

えちごトキめき鉄道には、朝・夕の通勤通学の混雑解消についてどのように交渉しましたか。ど

のようにお答えが来ましたかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

えちごトキめき鉄道にはですね、朝、通勤時間帯を中心に、やはり車両の増設ということで、

２両編成のものについては３両に、それから１両編成のものについては２両にということで、要望

をいたしております。 

その回答といたしましては、車両の増設については、保有する車両をフル回転している状況なの

で物理的に厳しいが、それと車両入り口付近に立っているお客様が多いので非常に混雑しているよ

うに感じるのではないか。乗車マナーの問題もあり、車内放送等で協力を求めていくというような

回答でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

前回の一般質問で言ったとおりなんですけれども、糸魚川には私立の高校ありませんよね。そう

なれば１学級分、４０人から５０人が市外へ通学するということになる。そうなら当然今の状況よ

りもさらに混雑が厳しい状態になるということなんです。 

市長、我々議会も樋口特別委員長を先頭にですね、議会特別委員会でえちごトキめき鉄道のほう

に要望に行きました。そのときの嶋津社長の答弁は、車両をふやしたけりゃ金を出せと言うとるん
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ですよ。これについてはどう思いますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

そのようなことを端的に言ったのかどうかはあれですけども、えちごトキめき鉄道の職員から聞

くとですね、そんなに露骨な言い方はしなかったようなことを言ってますけども、実際どうかなと

思ってます。ただ、確かにえちごトキめき鉄道のほうではですね、私も取締役ということで関係す

るわけでございますけども、すぐ金がない、金がないという話は特に聞いております。 

ただ、車両につきましては、先般私らのほうでも増設を要請したとこであります。２両から３両、

それから１両から２両ということであります。 

ただ、その中で、内々ですけども資料を頂戴してる中では、今回、朝ですけども、糸魚川発６時

５３分で直江津着７時３５分ですが、定員２２６人のところなんですけども、乗車率につきまして

は、６０％前後だという数字を頂戴しております。 

そういったことで、それから見ますと、まだ２両編成でも余裕があるというふうに聞いてるとこ

であります。 

ただ、それにおきまして、今後どれだけ増加するか、その辺を推定した上で、また増設について

要望したいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

車両をふやしてほしかったらぜひお金を、予算を出してくださいとこういうふうに言いました、

確かにそういう極端な言い方じゃなかったけど。そういうふうに言った、ちょっとそれを厳しく言

っただけですけどね。ただね、そういうことなんですよ、表情は非常に厳しかったですよ。 

それから、さっきも言ってるように、じゃあ来年からの学級減に対する受け入れ態勢って１つも

できてないということを私はここで言っとるわけですよ。あの中でも、委員の中から子供が列車に

乗りたくないから自分の車で送っていくとか、やはり入り口付近にある高校生、３年、上級生がい

るから下級生が乗りにくくて、乗れなくて遅刻したという現状がある。しかも１時間ほどの長い通

学列車の中において座ることもできないんですよ。車内の雰囲気が非常に悪いという、そういうこ

とについての認識はありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺定住促進課長。 〔定住促進課長 渡辺 勇君登壇〕 

○定住促進課長（渡辺 勇君） 

確かにですね、混雑はしております。私も乗ったときも１５０人から１６０人乗っておりました。

学生さんについては、立ちながら本を読んで勉強してるというような実態もございます。そういう
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のを見ますと、やはり車両の増結というのは、必要なのではないかというふうに考えてはおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

今の言葉、副市長に聞かせてやりたかったですね。あなた、えちごトキめき鉄道の役員ですよね。

役員としてそういう自覚はないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほども申しましたとおり、私も増設を要望してるとこであります。 

それともう１つ、車両の増設だけではなくて、もう１つ要望してるのは、今、糸魚川駅７時

５９分発の快速、新潟行きですけども、これを７時半ごろに発車できないかと、そうすればですね、

何といいますか直江津まで早く行けるということでありまして、できたらその辺のダイヤ編成も一

緒になってお願いをしてきたとこであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

その件につきましては、特別委員会でも要望してきました。県の交通政策局にも行ってきたけど、

あんまりよい返事とは私は感触はなかったけども、副市長、来年、もうダイヤ編成の改正の時期な

んですけども、来年に間に合うようになりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

そういうことで要望してきたんですが、わかりましたという返事は頂戴してないということでご

ざいます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

ＪＲ東日本も、えちごトキめき鉄道もみんな都合のいいときは、我々は公共交通機関だと言う。

都合が悪くて、ふやしてくれと言うと、すぐ我々は民間企業なんで採算のとれないことはできない

と言う。それからもう１つ、えちごトキめき鉄道は車両不足を解消するためには市振・糸魚川間の
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列車を、ダイヤを改正して少なくする。そうすれば、その分の余った車両を糸魚川・直江津間に回

すことができるという、まさに交換条件みたいなことも言っておりますよ。それは聞いてますか、

副市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

その話については、私は聞いておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

何のために糸魚川市が出資をして、ＪＲ分の固定資産税を免除して、全ては交通機関として地元

の足として守るため。しかも、何のために行政が執行役員として入ってるんですか。それは、こう

いったときにちゃんとして物も言えるように、出資をすることで株主になって、そして役員になる

ことによって物が言えるようにする。これが開業前の約束だったんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

確かに、基本スキームはそのようなものであります。 

ただ、出資者といいましても、一番大口はやっぱり県であります。それから、今ＪＲのほうの関

係でございまして、特にえちごトキめき鉄道だけでダイヤ編成ができないという話も聞いておりま

す。やはり、特にＪＲ西日本、それからＪＲ東日本と両方との調整があって、大変難しいという話

も聞いております。 

ただ、私も取締役ですけども、その点につきましては、非常に歯がゆい気持ちでいっぱいであり

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

開業前は利便性の低下にならないように県が責任を持つと言ってるんですよ。その言葉とか忘れ

ちゃいかん。私だってずっとこの件については、かかわってきた。一つ一つの言葉を担保しとかな

きゃだめですよ。県がこういったから無理だ、ＪＲがこう言ったからだめだ、えちごトキめき鉄道

がこう言うんなら不可能だ。だめな理由ばっかり言っとるんじゃないですよ。幾ら多い、一番の株

主が県であったって、我々が規模小っちゃくて、１００億も何十億も市民の血税を出しとるんじゃ
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ないですか、しかも継続的にですよ。固定資産税を免除していくということは、継続的に補助して

いくということじゃないですか。そこは、しっかりもう一回肝に銘じてやってください。きょうは

先急ぎますんで、次行きますけどね。 

教育大綱の策定と教育委員会のあり方について。これね、竹田教育長の辞任というのは、大変大

きな意味を持つんですよ。竹田教育長の辞任によって、いわゆる旧来型の教育委員会の特例期間が

終了して、新たな人事が決定すると同時に新教育長制度へと移行していくんです。この件につきま

して、どのように認識してますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

私自身１２月末をもって辞任したいとの旨、教育委員会で了承されました。その際にもいろいろ

とお話をさせていただいたわけですが、１月１日からは新教育委員会制度に移行していくと。市長

と市長部局と、それから教育委員会との間が近くなって、今以上にいろいろな教育課題に対して動

きが早くなる、そういう長所もある。 

ただし、忘れてはいけないのは、教育委員会としての自立性というものがきちんと確保されるよ

うに考えていくということも大事であるというような話をしながら、あるいはそういう指導を受け

ながら、もう少しどうにかできなかったのかというような、いさめもお叱りも受けました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

この教育基本法の今回の改正、この意義というのは一体何なのか。そして今、教育長もおっしゃ

られましたけども、一体何が変わるのか、簡単に教えていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑総務課長。 〔総務課長 岩﨑良之君登壇〕 

○総務課長（岩﨑良之君） 

お答えします。 

今回の制度によりまして、これまでの教育委員会では教育委員長と教育長の２人がいて、どちら

が責任者かわかりにくいというふうな点がございましたが、新しい制度につきましては、市長が任

命する教育長が教育行政における責任体制のトップになるということで明確化、責任が明確化され

ること。さらに、教育委員会とは別に、市長と教育委員会で構成する総合教育会議を市長が招集し

て開催することができますので、緊急時等につきましては、早急に市長が開催して、いろいろ教育

委員会と調整をすることができるということで、今まで以上に地方公共団体として教育政策に関し

てかかわりが大きくなるという点がございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

１１月１８日に総務文教常任委員会に出された糸魚川市教育大綱の策定について、これを策定し

たのはどなたですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑総務課長。 〔総務課長 岩﨑良之君登壇〕 

○総務課長（岩﨑良之君） 

教育大綱につきましては、先ほど言いました市長と教育委員会で構成する総合教育会議において

協議・調整をし、市長が策定するものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

この教育大綱は、米田市長、あなたがつくった、その認識はありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

出席をして策定に加わっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

だから市長、その認識じゃ、もうだめなんです。これはもう市長の責任においてつくること。そ

してそれは、教育委員会と総合教育会議の中で、いわゆる検査・見分をしてもらって、市長がおっ

しゃるこの案ならいいでしょうということで変わってくるんですよ。今までは、教育委員会がつく

ったものを市長が最終的には目を通す、要するに協議制の中において決めていくということで決ま

ってきた。もう一度お聞きしますけれども、こういった大きな変革ということについては、市長自

身、その責任を自分が有しなくちゃならんということについてちゃんと覚悟はできてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

この会議を設置したときからそのつもりでおります。変わっていくという１つの今、変換期の中
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でつくりはいたしましたが、その会議において大綱については、そのような捉え方をしてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

教育行政の最終責任者を自治体の長とすること。自治体の長には、教育長の任命権とともに罷免

権も与えられる。これによって選挙公約を実現し、教育施策に民意を反映できるという大きなメリ

ットがあります。反面、大衆受けする政策を思いつきで教育現場に導入するなど政治が学校現場に

過度に介入することに対する根強い不信がある。自治体の長がかわるたんびに方針が変わることへ

の不安もある。 

こうしたメリット・デメリットがここの中にはあるんです。賛否両論も非常に大きい。専門家の

間では反対の声のほうが大きい。こういったことも自覚されてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはりその辺を我々も心配するところでもありますが、なかなか意見も、我々の意見が通らない

部分もあったり、また逆に、今言われるような教育現場においては、そういう不安も当然、こう抱

えるんだろうなというのを感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

教育委員会が開かれるのが月２回程度、実際には事務局の案を追認するような、形骸化してると

いったことが大きな批判でした。教育委員会は、今回の件によって自治体の長の附属機関、いわば

格下げとなります。審議や勧告によって政治的な影響を監視するような役割を担うことになるんで

す。では、その教育委員会、そういう自覚はできているのか。さらに、総合教育会議との位置関係、

これはどうなっていくんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

教育委員会の独自性というのは、独立性というのは、保たれていると自分自身では思っておりま

すし、法令にもそのように書かれているわけです。総合会議そのものを首長が招集し、そこで教育

委員とともに教育課題について話し合いをする。これについては非常に重要なことであると。市の

課題としても、あるいは教育委員会の課題としても取り上げることができるので、非常に重要だと
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思います。教育委員会としては、先ほど議員が言われたような重さというものはきちんと捉えてお

りますし、教育行政の中で、とにかく学校に対しては教育の中立性ということは、きちんと捉えて

訴えていくつもりでおりますし、そのような動きにはならないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

単に制度が変わっただけではなくて、大きな意味と変革をもたらすことにもう少し市長部局も、

ましてや教育委員会としてもっと勉強しとかんとだめですね。ぴんときてないでしょ。ましてや、

私、傍聴議員でしたけれども、糸魚川市教育大綱の策定について教育委員会が説明してるのがおか

しいと言ったでしょ。それは、市長部局も同席、いなけりゃやはりおかしい。それから、政治的中

立性の確保、方針の継続性と安定性の確保、地域の人たちの参加できる住民の意向を反映するとい

う教育委員会制度の３つの大原則ということは、担保できるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

地方教育行政の法律の関係で、今ほど説明していきましたような改正点がございます。教育の中

立という部分については、今回の変更と前後で何も変わるところはございません。大きく変わるの

は、先ほどの総務課長のほうで申し上げました最終的な教育行政の責任者が、市長が任命をする新

教育長にある。したがって、統括的な任命責任という意味でも市長が最高責任者になるという部分

であります。教育委員会と市長部局と市長との調整・連携という意味では、制度的に総合教育会議

というのが位置づけられたことによって、そこでの制度的な調整・協議ができる。それが速やかに

できるということであります。したがって、政治的な中立の部分での教育委員会の制度は、今回の

法改正で特に変わるものではございません。したがって、教育委員会の教育の執行の責任は、教育

委員会が担うということになってまいりますので、その点は特に変更がございませんのでご理解を

いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

特に大きな変更はないというん、やっぱり認識が違いますよね。まあいいですわ。 

先行きますけどね、政治的中立性の確保も今後継続していく。すると、初日の一般質問で松尾議

員が質問して途中で終わってますけど、教育委員が政治的ビラに名前を連ねた事件で、深く陳謝を

した教育委員会。それを教育長の竹田教育長が市議会議員の後援会総会へ出席をした。これについ

て謝ったんだか謝らないかよくわかんないですけれども、あれは一体どういう経過だったんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

後援会から来賓としての招待を受け、そこに参加した、こういうことです。政治的な中立という

ことが保たれているのかというご質問かなと思うんですが、安易に参加してしまったのかなという

思いもあるんですが、後援会からの声がけであるし、来賓であるというところに甘えてしまったの

かもしれないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

私は教育委員としての是非を聞いてる。出ていいんですか、悪いんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

これは問題であれば出てはいけなかったのかなと思うんですが、自分自身では、後援会から声が

かけられた会である、来賓として声をかけられたのだから、そんなに問題はないのかなという思い

で出たわけです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

教育長が混乱しているようなんですが、市長、今後はこういったことのトップになっていくわけ

なんですが、こういったことで政治的な中立性の確保、政治家等の後援会に教育委員が出席しても

いいのか悪いのか判断をお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今ほど教育長は、後援会と言ってるんですが、あれは建設産業常任委員長就任祝いという公の職

の就任祝いということであったかと思っております。そういうようなことで、公の職の、やはり就

任の要請に対しては、私はよかったと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

建設産業常任委員会委員長という公職につかれたことに対する来賓での扱いなら構わんというこ

とですね。これは１つの見解としてやっぱり示しておかんならん。じゃあ市長の総会はいいんです

か。市長の総会には、私の記憶では教育長とか教育委員長出席してませんでしたかね、あれはいい

んですか。違ったら違ったって言ってください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ちょっと記憶に定かではございませんので、今のとこちょっと不明でございます。出ておられた

か、出ておられなかったかちょっと私記憶にないので、お答えできません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

記憶にあってもなくても、いいのか悪いのかと聞いとるんですけど。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私といたしましては、市長という立場であるわけでありまして、その後援会の総会というのは、

どういう捉え方をするかというのは、ちょっとこう、まだ少しこう、わかっとらんとこがございま

すので、望ましくないかなというような今気持ちでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

市長ね、それでいいんですよ。今回の新しい移行することをきっかけに、きれいに線引きしまし

ょう。いいとか悪いとか、だろうとか、いいんじゃないかなみたいな曖昧なことはやめましょう。

きっちりと教育委員会としては、やっていいこと悪いこと、教育委員の活動範囲はどこまでなのか、

これをしっかり定めましょう。そのときそのときの立場や言い方で変わっていくようなのはだめ。

わかりますよね、そこはしっかりやりましょう。それが新しい教育委員会に移っていく、これいい

きっかけだと思うんです、責任なんか問いませんよ。これからのことを言ってるんでね、私は。だ

ったらルールをしっかりつくって、それをきっちりと守るようにすればいいじゃないですか、教育

にかかわる者としての責務はね。 
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それから、先ほども今ちょっと金子部長からも説明がありましたけれどもね、いわゆる教育委員

会とこの教育総合会議の二重構造になるということなんですよ。そこの力の位置関係というのはど

うなっているのかと聞いてるんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

教育行政を執行していくという部分については、教育委員会が担うということで、先ほど申し上

げたとおりでございます。市長部局、市長と教育委員会との調整について総合教育会議があるとい

うことなんで、上とか下とかという関係ではなくて、市長と教育委員会との調整ということで、通

常の教育行政の執行は、教育委員の皆さんの会議が議決機関として執行されていくということであ

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

そこをやり続けると時間がないんで、次行きますけど、０歳から１８歳までのね、今回の大綱で

示されている「ひとみかがやく日本一の子ども」、０歳から１８歳まで子ども一貫教育という大キ

ャッチフレーズから、「わがいといがわ」上から読んでも下から読んでも「わがいといがわ」、こ

こに大キャッチフレーズを変更するんすか、回文だそうですけどね。こういう言葉遊びしてる暇は

ないと思うんですけれどもいかがですか。これ市長、決めたんじゃないの、見てないの。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑総務課長。 〔総務課長 岩﨑良之君登壇〕 

○総務課長（岩﨑良之君） 

今回の教育大綱の基本方針といたしまして、「わがいといがわ」ということで、糸魚川を愛し、

胸を張って「わがいといがわ」と言える人づくりということを基本方針とする中で、その中の教育

の基本方向として２つ掲げておりまして、一番目が「健やかで生涯学び続けるひとづくり」という

ことで、これにつきましては、生涯学習とかスポーツ・文化等ございますし、２番目といたしまし

て、その中でも０歳から１８歳までに特化した「市民総ぐるみのひとみかがやく０歳から１８歳ま

での人づくり」という形でさせていただいております。これをまとめて大きい意味で、「わがいと

いがわの人づくり」というふうにさせていただいたものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

だから思いつきでそういうことをするなて、さっき言ったでしょ、大衆受けする政策を思いつき
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で教育現場に導入するなと。きのうも伊藤議員、その前からいろんな方がこの日本一問題はやって

ますけれどね、これやっぱり日本一という市長の公約として出して、それが教育委員会がキャッチ

フレーズとして使った以上、知・徳・体をいうなら日本一の知、日本一の徳、日本一の体、これを

言いかえると学力、奉仕活動、スポーツ、そして子育て環境と制度の熟成、それぞれが日本一とな

るための具体的な方針を定めていくべきじゃないですか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑総務課長。 〔総務課長 岩﨑良之君登壇〕 

○総務課長（岩﨑良之君） 

糸魚川市子ども一貫教育方針ですが、今見直されておりますが、その中におきましても今、「わ

がいといがわ」について、その中でうたわれておりまして、それを踏まえた上で使わせていただい

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

答えてないじゃん、何にも。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に今、ご指摘いただいたについては、やはりそれは全然違った方向には行ってないと思って

おりますので、そのようなご意見を踏まえて進めさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

この件は、きのうも伊藤議員が延々やっても満足のいく回答が出なかった。日本一、何を目指し

て日本一にするのか、これがわかりづらいんだから、それを明確にして、要するに日本一の知とし

て学力、体として、いわゆるスポーツの育成だとかと体系的に整備してつくっていってあげれば日

本一の子供づくり、子育てづくりって、子育てプランとかってまとまりますよと提案してるんです。

そうすればいいじゃないですか。それがしないから、みんなに何で、何でって言われるんじゃない

ですか。 

それから、渡辺副議長が委員会の中でも言ってましたけれど、一貫教育日本一の子どもづくりと

いうことで、ほかの議会から研修に来た。ただ、その来た方の議員のブログの感想を見ると、評判

倒れだとか、表題どおりになってなかったとか、成果はあまりいいもんではなかったみたいな酷評

を受けとるじゃないですか。だから、紛らわしいんですよ、そういうことでは。使わせてもらうん
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だか、キャッチフレーズを使うってのはそういう意味で、大きな意味のスローガンですから、挙げ

た以上はしっかりしていただきたい、こういう意味なんですがいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ご指摘した点につきましては、重く受けとめておるわけでございまして、これからの教育の中で

そういったところをしっかり出していきたいと思ってます。 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員の一般質問の途中ではありますが、昼食時限のため暫時休憩をいたします。 

再開を午後１時とします。 

 

〈午後０時００分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を開きます。 

午前中に引き続き、一般質問を行います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

それでは、ちょっと順番を１つ飛ばしまして、次、いじめ・不登校の実数の推移と対応について。

これちょっと改めて聞きますけど、もう一度、ひすいルームや保健室など、不登校にカウントされ

ない子供たちの実数、これちょっとお聞かせいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

不登校傾向のお子さんですが、１０月末現在で、現在１３名になっております。不登校傾向、そ

して不登校の児童生徒合わせて２９名でありますが、適応指導教室に対応しているのが１４名、ひ

すいルームが４名、その他、家庭訪問等が１１名であります。 

なお、昨年度の不登校傾向の数も１３名になっております。ひすいルームの入級の数は、昨年度

５名となっております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

次に、これも保坂議員がお聞きなった部分でちょっと気になるんですけど、糸魚川中学校でのい

じめ事件、これ伊藤委員長の総務文教常任委員会の委員長報告にもありましたけども、陳謝、謝罪

の会ですか、に至る経緯と結果、そしてそれにもかかわらず繰り返されたいじめとは一体どういう

ことなんですか。 

それから、その際に言われた新たないじめというのは、何件あって、一体どのようなものなのか

お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします 

謝罪の経緯につきましては、これまでの学校と、そして教育委員会の対応ということにつきまし

て、調査委員会、専門委員会からも非常に不適切な対応があったということが指摘されております

ので、学校と教育委員会の対応について、その不適切さによって不登校、問題解決を長引かせたと

いうことにつきまして被害の保護者の方に謝罪を行ったということであります。学校の職員と、そ

れから教育委員会の職員とで謝罪を述べたということであります。 

それにもかかわらず、いじめ事案が発生してしまったということにつきまして、先日も非常に申

しわけない思いでいっぱいだということをお伝えしたとおりでありますが、別の生徒によるからか

い行為が判明をいたしました。 

また、別の事案につきましても、からかい行為によって、別の生徒ですが、不登校になっている

という事案であります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

これまでの同様の質問の中では、いじめを要因とする不登校はないという説明でなかったですか。

答弁に食い違いがあるんですけど、これは一体全体どういうことですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

先日の総務文教常任委員会のところでは、今年度いじめによる不登校は、その時点ではこちらの

ほうで認知をしておりませんでしたが、その後、いじめによる不登校ということが認知をされまし
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たので、今そのようにお答えをしたということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

これが、しかもですね、０歳から１８歳までの一貫教育の中では、不登校が減ったり、いじめが

減ったということを、成果として先日の一般質問では語っていなかったですか、総務文教常任委員

会ではなくて。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

成果としまして、不登校の発生数が減っているということは成果として答弁をさせていただきま

した。いじめの認知件数については、減っているということは申し上げていないかと思います。 

ただ、課題として、いじめと不登校ということで苦しんでるお子さんがいるので、それについて

の対応をしっかりしなければいけないということは課題であるというふうに述べております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

これはやはり人権侵害に当たる。子供たちの本位の指導をした結果、またいじめが繰り返されて

るということについて、では指導に問題があったということになりゃせんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

確かにそのとおりであります。教職員のいじめに対する認識が低かった点、そして教職員の指導

が十分に生徒に届いていなかった、指導が十分でなかったという点は認めなければいけないという

ふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

さらに、子供と子供のいじめから発生した不登校、私のほうに新たな相談として、教師の指導が

要因とする欠席や不登校という相談が来てる。こういった実態はあるのかどうかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 
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○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

不登校の原因につきましては、さまざまなものがございます。複合的に重なってるものがありま

すが、教師による、担任との関係性ということも報告が上っております。今年度ですと小学校１件、

中学校で３件、そのことについての、そういうこともあるということが報告で上ってきております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

そういうこともあるってどういうことですか。何でそれをじゃあ、ちゃんと原因の中に私から聞

かれる前に答えることできなかったんですか。また隠蔽しとるんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

先ほど教育長の答弁にありましたように、不登校の要因について学校に関する、かかわるものが

４割というふうに申しました。学校にかかわるものの中には、いじめを除くような友人関係や教職

員との関係、学業の不振ということが学校にかかわるものということでございます。十分に細かい

説明をしなかった点をおわびしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

これまでも、私が総務文教常任委員会にいたときから学校の先生が原因による不登校ということ

があったということについて、これはもう子供対子供はもうもちろんですけれども、教師が子供に

対して不登校の原因をつくるというのは、ゆゆしき事態でしょ。小学校で１件、中学校で３件とあ

りますけど、内容はどんなもんなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

課題等のことにつきまして、教師のほうから児童生徒に注意をしたところ、その注意が非常に厳

しく、厳し過ぎたということで生徒のほうから非常に精神的に先生がとても嫌だというようなこと

もあり、やっぱり教師と児童生徒との根本的な人間関係ということがないままに強い指導を行った

ということが大きな原因かと思われます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 
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○２０番（古畑浩一君） 

原因はわかった。じゃあどのように対処されるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

例年、県の教育委員会から上手な叱り方についてというようなパンフレットも出ております。子

供たちへの体罰の防止ということも兼ねて、そういった指導資料も出ておりますので、そういった

ことも、指導資料も活用しての研修を校長会を通じて指導していきたいというふうに考えておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

どうしてそういう人ごとみたいな話になるんですか。先生はこれから直していけばいい。けど、

それが原因で学校行けなくなった子というのは、その子の人生てどうなるんですか。私にいただい

た相談は、平成２６年、中２の女の子、９月に担任の先生より宿題をやらないなどの理由にクラス

全員の前でどなるなど厳しい指導をしたことが原因で不登校になる。その後、９月３日に両親と校

長、学年主任、担任等で面談して、先生が怖くて苦手なようで学校に行けないと相談してるんです

よ。その後、どのように指導したか聞いていますか。それに、この事案はいつの時点で聞きました

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

この事案につきましては、学校からの報告というのは受けておりませんでした。別のところから

この話を聞き、先々週ですか、私のほうで学校のほうに出向いて校長に事情を聞き、該当職員の指

導について校長に指導をするようにしてきたところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

そういう事案があった場合には、教育委員会に速やかに報告するということになってませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 



－ 307 － 

＋ 

そのとおりでありますが、報告がなされなかった点、非常に遺憾に思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

そのときの指導がしてないから、今度はその子の親友で同級生の子が中３になってから同じよう

に先生が怖くて嫌だった。不登校となって、ひすいルームに通う羽目になってる。中学校２年、平

成２６年の状態で解決しておけば、中学校３年の女の子が別の事件で、同じ原因で不登校にならな

くたって済んだんじゃないですか。その責任、どうやって考えてるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

かけがえのない子供の人生、一度しかない人生について、教職員の言動によって、それが非常に

傷つけられたこと、私自身も重く受けとめておりますし、校長・教職員に対しても子供たちを指導

する、子供たちの幸せな生活を約束していくのが学校でありますので、そういった点、根本を忘れ

ないように校長、そして教諭を指導していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

市長さあ、先ほども言ったけど、これからは教育の現場の長も兼ねていかなくちゃならんのです

よ。先ほどの糸魚川中学校の不登校の事案、謝罪の会まで開いても新たないじめが発生している、

からかいなど。それに付随して不登校が生じた。指導を強化している学校でさえ再発防止を防げな

かった。そして、今また私が言ってるのは、今度は東中学校ですか、そこでは教師が原因で２件、

しかも１件は早いうちにちゃんとした適切な指導をしていれば２件目の事例は防げたんですよ。こ

れ何をしとるんですか。教育現場の怠慢でしょ。その子たちの人生はどうなるんですか。市長、教

育長、それぞれどのようにお考えかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

本当にその案件の内容を聞いたときに、本当に愕然としました。今、いじめの問題でいろいろと

協議し、みんなで検討しながら進めてきたことが、その現場では全然生きてなかったというのは非

常に私としても遺憾に思っておる次第であります。そのようなことから、先般の早寝早起きおいし

い朝ごはんフォーラムの中でも、陰山先生の講演を聞きながら改めていろんな、こんなことをしな

くちゃいけないということを考えたわけでございまして、本当に直接被害にといいましょうか、対
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応した子供さん、そしてまた親御さんに本当に申しわけなく思ってる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

学校というのは、集団生活の場であり、集団学習の場であるということは、もう議員もご承知の

ことかと思います。 

ただ、その集団の中で子供たちを指導していくためには、一人一人の子供の個性をしっかりと把

握した上で指導に当たっていくことが教育効果を上げることだと思ってるのに、今回の案件につい

ては、それをきちんと押さえることができなかった。非常に残念に思っております。再発した案件

についても、その事実を聞いた段階で非常に驚きを持ちました。で、すぐ指導に入ったわけです。

指導に入って、とにかく人権を重んじること。それから子供の中に入って、もっと子供と接しなが

らいろいろな情報を集めること。そういうようなことを指導してまいりました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

指導してまいりましたって、まいってないからこういうことになってるんじゃないですか。これ

は、糸魚川中学校の事案が出る前から、不登校やいじめのことについて、ずっと私は質問してきた

し、不登校の要因は何かって聞き続けてきた。これは学校長が、いわゆる学校ぐるみで隠蔽したこ

とになりゃせんですか、教師の指導による不登校の事案については。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

校長によって学校のことについての隠蔽というふうには、私は考えておりません。毎年度末、不

登校・いじめについての調査がございますが、それについても不登校のきっかけというところで教

師との人間関係とかいうところにも報告が上っておりますので、隠蔽ということではないというふ

うに受けとめております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

じゃあ教育委員会は、そういう事例はあったのを確認しておきながら黙認したということですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

そのチェックが十分でなく、指導が十分でなかったということは申しわけなく思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

これは、今回の相談相手はね、私の友人のお子さんだからさ。あのね、不登校というのは、学力

のおくれとともに一生残る傷となるんですよ。もう１週間はともかく、もう１カ月、２カ月なんて

休んでしまって学校に復帰したってね、今度学力がついていけなくて、今度取り残されて、また行

けなくなるんですよ。じゃあこういう学力の低下、それに伴って志望した高校にも行けなくなる。

またそれが傷となって高校に行っても不登校になってしまうんだ。そういう子供の心の傷はどうや

って解決するんですか。知ってて、わかってて指導してこなかったって、どういうことなんですか。

子供の気持ちになってみなさいよ。その子供を持つ親の気持ちになってくださいよ。おかしいでし

ょ。知ってて何も指導しなかったってどういうことですか。もう一回言ってください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えをいたします。 

学校から報告があった案件につきましては、教育委員会のほうで各学校に出向き、校長に指導を

しております。学校のほうで報告がありませんものにつきましては、こちらのほうでも把握はでき

ませんが、学校のほうで子供たちの様子を見ながら、そして子供たちの不登校の要因についても分

析をしながら正しく報告をなされているというふうに私のほうでは考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

しかしね、この後、再発防止を約束していながらですよ、依然としていじめも不登校も、それか

ら給食の混入問題も、もう信用、そういったものを全て失墜させた責任というのは誰がとるんです

か。 

○議長（倉又 稔君） 

誰か答弁してください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 
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教育委員会内部で起こっている事柄ですので、教育委員会事務局の長である教育長が責任をとる

ことになります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり最終的には市長の責任でもあると思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

これと全く同じこと９月やりましたよね。今まさにデジャビュのように同じ場面が再現されまし

た。竹田教育長、お聞きしますけど、今回なぜ辞任を決意したんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

一身上の都合です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

一身上の都合で、何でこの時期なんですか。今までもあなたの責任問題は、ずっと追求してきた

し、逆に当事者であった学校長や教育次長みたいな方々がやめてくときに、なぜそういう人事をせ

んならんかったことも、そういうことも私聞いてきましたよね。それで、最後ここで辞任するのは、

ただ一身上の都合、一言で済ます気ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

一身上の都合、それから外れることはできないと思います。いろいろな事柄があったかとは思い

ますが、私自身では一身上の都合ということで、けりをつけていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 
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それで済むわけないでしょう。能生の民営保育園から始まって、給食費の不正問題、それから小

学校や保育園の建設問題、ここに来て、いじめ問題、不登校の問題、そして給食の異物混入。たび

重なる不祥事に対して、あなたはその事件が片づくまではやらせてくれってきた方じゃないんです

か。じゃあ今回は、そういうことなんですか。単なる一身上の都合だけなら、まさに無責任な行為

になりゃせんですか。まだ責任は認めてます、だから私は辞任させてくれというほうがよっぽど格

好いいと思うわ。そのほうが筋が通ります。納得できません、もう一回、答弁をお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

一身上の都合の中には、そういうことも含まれているということをご理解いただきたいと思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

一身上の都合に含まれているんなら自分の口で言ってくださいよ、大人なんだから。でね、この

辞任が問題の解決には絶対になりません。問題も課題も残されたまんまじゃないですか。それを誰

が引き継ぐんですか。今度は誰の責任になるんですか。新しい教育長の責任ですか。責任を果たさ

ないでやめるということをどう考えてるんですか。納得のいく答弁くださいよ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えいたします。 

今、答えたとおり、そういうことも含むということでご理解いただきたいということです。 

○２０番（古畑浩一君） 

そういうことを自分の口で言えっつってるんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

じゃあ市長は、何で今回の辞任届については受理を決めたんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私も、今ほど教育長の言ったようにもろもろの事柄についてのそういった、やはり事柄について

の責任というものを、この一身上の都合の中に感じたものがあるわけでございますので、それを諒

としたわけであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

そら米田市長と竹田教育長は同級生です。あうんの呼吸で、そういうことで全部のめるかもしれ

ませんが、市長、あなたは市長としての任命責任もあると思う。それについては、どうお考えです

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはりその責任によって、やはり今起きておる事柄については、しっかりと受けとめて対応して

いきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

教育委員会の一連の問題行動や課題は、子供も含めて多くの人を不幸にしました。その責任の取

り方と決着につきましては、もう少し明らかにしていただきたい。それを強く要望して終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、古畑議員の質問が終わりました。 

次に、古川 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 〔８番 古川 昇君登壇〕 

○８番（古川 昇君） 

おはようございます。 

市民ネット２１、古川 昇であります。 

発言通告書に基づきまして、１回目の質問を行います。 

１、介護保険について。 

団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年には５人に１人が７５歳となり、「大介護時代」が来

ます。介護保険制度の持続可能性を実現するため、公平性という点から２０１５年度の制度改正で
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は、一定以上の所得のある層の負担が引き上げられ、低所得層の負担軽減が拡充されました。介護

保険料の改定もあり、介護報酬も引き下げられました。地域包括ケアシステム構築への時期も明確

であります。その狙いは「在宅で生活継続の限界点」を高めることにあり、制度の再編もそのため

であります。その完成は２０２５年第９期事業計画までの長期間で困難さと今後の制度改正を前提

としていると言えます。 

今回の改正では医療介護の連携強化・機能訓練等の在宅介護充実・施設から在宅へ・生活支援サ

ービスの多様化が示されました。また、依然として施設介護の要望も強く充実施策が求められてお

ります。以上を踏まえて、以下の点について伺います。 

(1) 特養おおさわの里で進められていた増床４０床が１２月１日スタートとなりますが、入所

者数とその方の介護度、そして現在の全体の申し込み待機者の人数を伺います。 

(2) １０月８日の県議会厚生環境委員会で２０１７年末までに県内で特養１,３１７床増設と

報告されています。当市の４０床は報告の中に算定されていますか。 

(3) 県内各自治体でもかなりの特養増床が予定されていますが、糸魚川市の高齢化・介護認定

率の推移、介護予防などの取組状況から判断して今後の施設と在宅施設のあり方を伺います。 

(4) 厚生労働省は一億総活躍社会への具体策を議論する「国民会議」で２０２０年代初頭まで

に特養や在宅施設整備を加速して、計画値より６万人受け皿を上積みして４０万人分とする

方針を表明しました。施設から在宅へと介護方針が明確の中で、政府の施設拡大方針をどの

ように受け止めますか伺います。 

(5) 介護予防・日常生活支援総合事業への移行について、多様なサービスをまとめて実施する

よりも段階的にできるところから進めることになりましたが、経過と判断された内容を伺い

ます。 

２、認知症対策について。 

認知症初期支援進まずと大きく報道され、今年度中に設置予定が３０６市区町村で全国自治体の

１７.６％となっているとの調査結果であります。政府は２０１８年４月までに全自治体に設置す

る方針ですが、核となる専門医不足で進んでいない状況です。認知症対策の国家戦略で柱となる早

期診断・対応に向けた体制づくりの難しさが明らかになりました。 

新潟県では７市町が実施予定で２３.３％であります。県ではサポーター医養成と先行自治体の

取り組みを全県で共有し設置を広げる方針であります。そこで、以下の項目について伺います。 

(1) 糸魚川市の現状は専門医が１人と研修を受けられた医師が何人かいるとのことですが、診

察での発見は重要ですので先生の負担は厳しいとは思います。「かかりつけ医」の態勢づく

りを優先に進めてはどうか、お考えを伺います。 

(2) 包括支援センターを運営されている医療機関がありますが、地域の認知症対策の拠点とし

ての位置付けはどうか伺います。 

(3) 認知症サポーター養成の取り組み、相談のつどい、認知症カフェの経過と現状を伺います。 

３、スマートＴＶトライアルについて。 

政府は超高齢社会がもたらす生産年齢人口減少・社会保障費と介護負担の増大、高齢者の孤立、

孤独や不安などの課題に対して、あらゆる政策ツールを全て働かせて備える必要があるとしてＩＣ

Ｔの活用も重要と位置付けております。 
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高齢者に馴染みのあるテレビを活用した買い物、相談、家族・世代間交流などの生活支援サービ

ス、ＰＣなどが苦手な方への情報提供、ＴＶリモコン操作での安否確認、見守り等の光環境を使っ

てのトライアルが地域の協力で行われました。その経過について伺います。 

(1) トライアルの試行期間や規模と参加者構成の個人・企業・団体の数の内訳をお聞かせくだ

さい。 

(2) 個人からの意見や事業者や各団体からの意見・評価などがまとめてあればお聞かせくださ

い。 

(3) 見守りや相談など介護に関わるネットワーク手段としての意見や買い物支援に手軽に活用

できるものであったのか伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。古川議員の質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、１１月末現在、入所決定者は１９名、平均介護度は３.６３で

あります。 

また、市内全体の申込者数は、１０月１日現在、４４３名であります。 

２点目につきましては、県の算定に含まれております。 

３点目につきましては、今後の介護認定者数の推移や介護保険料への影響を踏まえ、施設整備は

慎重に計画し、高齢者が住みなれた地域で安心した生活が続けられるよう在宅サービスの充実を図

ってまいります。 

４点目につきましては、当市のニーズに適した介護サービスの確保と充実を図ってまいります。 

５点目につきましては、地域包括支援センター等と協力を重ねる中で、２８年度には現行サービ

スをまず移行し、ケアマネジメント力の向上を図った上で、２９年度に完全移行することといたし

ました。 

２番目の１点目につきましては、現在、市内では研修を受講された医師が１８名、サポート医が

１名おり、早期発見や対応ができる体制づくりを医師会と協議をしながら進めてまいります。 

２点目につきましては、初期対応や支援の拠点となる初期集中支援チームを３０年度までに設置

することとなっております。今後、医師会、地域包括支援センターと協議をしてまいります。 

３点目につきましては、認知症サポーター養成講座は、これまでに２,９１１名が受講されてお

り、認知症会議は４会場で毎月開催いたしております。毎回１０名ほどの参加があり、そこでの相

談がふえてまいっております。 

３番目の１点目につきましては、試行期間は本年６月から８月までの３カ月間で、モニターとし

ては能生地域の高齢世帯３２世帯と、その家族３０世帯、また移動販売事業者、地域包括支援セン

ター、能生小学校ほか４団体が参加いたしております。 

２点目につきましては、特にテレビ電話が最も利用頻度が多く、好評でありました。 

３点目につきましては、地域包括支援センターによる安否確認と買い物支援が好評でありました。 
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以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、部・課長からの答弁もご

ざいますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

１番目でありますが、おおさわの入所は、全て希望者の意向どおりに終了したんでありましょう

か。先ほどですと１９名ということでありますので、まだまだ余裕があるということですが、この

全部埋まっていないという原因もあわせてお聞かせいただきたいと思うんですが、入所者、これは

糸魚川市の方、全部糸魚川市の方なのでしょうか。他市や、あるいは他県に行っておられた糸魚川

市の方も対象となっていたのかどうか、この点について伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

おおさわの里の４０床の入所者につきましては、施設のほうで設置しております入所検討委員会

において定められた基準により、順位づけをされております。その上位の順位から決定をいたしま

して適正になされているというふうに考えておりますし、順位の高いほうの方に声をかけましたけ

れども、老人保健施設のほうに入所されている方がいらっしゃいまして、断った方もいるというふ

うに聞いております。 

また、他市からの入所もございますが、他県からの入所はございません。 

また、１２月１日から開所いたしまして、一遍に４０人入所というと、なかなかスタッフのほう

も大変でありますことから、徐々に入所の準備をしているところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

今、状況をお聞きしました。ただ、出されてるのが全部個室ということでありますので、その費

用も多床室よりは高いというような、恐らく事情も含まれてるんではないかと思いますが、この点

についてもこれからきちっと把握をしていってもらいたいというふうに思います。 

おおさわの里の４０床の整備でありますが、５期から引き続いて持ち越しになって完成というわ

けでありますが、今後の特別養護老人ホームは、第６期では計画ありませんので、行わないという

ことでよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 
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○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

第６期の計画におきましては、短期入所施設からの転換８床、それと第５期の計画からの継続、

おおさわの里の４０床分を計画しております。おおさわの里が終了しておりますので、後は短期入

所施設からの転換８床は、６期中に整備したいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

この点については、また後で詳しくお聞きしたいと思います。 

介護認定の認定ですね、更新申請はことしに入って半年が経過しましたので、何割くらいの方が

申請が更新されたのか。その結果、４月以降、介護度３以上の方が申し込みができるということに

なってるわけでありますが、入所希望に大きな変化ですね、これは見られたんでしょうかお聞きし

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

更新の申請でございますが、大体認定期間につきましては、半年から２年間認定期間がございま

す。その中で、平成２７年４月から１１月までの間に１,２０８人の方が更新申請をしております。

全体の約４割でございます。 

また、特別養護老人ホームの申込者の調査では、平成２７年２月と１０月で比較しましたところ、

要介護３以上で１９人、５.２％が少なくなっている状況でございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

少しは影響があったという報告であります。 

次にまいります。 

次は、平成２６年度末までに各市町村が策定した介護事業計画、これ県が集計したものでありま

すが、おおさわの里が集計されてたということですが、実際は２７年度の開所になります。６期の

介護保険料に４０床分が入ってたとすればですね、今回の介護保険料、この４０床分は大体どれく

らいと見込んでいられたんでしょうかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

介護保険料で見込んでおりましたものは、おおさわの里増床分を含めまして施設の部分、一月当

たり８０円から９０円を見込んでおります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

新潟県の第６期の事業計画を見ますと、糸魚川市の特別養護老人ホームが平成２９年までに

６８床の増設となっております。地域密着型の特別養護老人ホームの２０床がマイナスでカウント

されております。事業計画に記載されておりますが、これらの増減の内訳を確認をさせてください。

それから、そのサービスの開始時期もあわせてお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

地域密着型特別養護老人ホームといいますのは、ユニット型で２９人以下の特別養護老人ホーム

のことを申します。今まで２０床のおおさわの里の分が１２月１日から４０床増床することにより

まして、２０床の地域密着型特別養護老人ホームが合わせて６０床になりますことから、１２月

１日から一般の特別養護老人ホームのほうに区分されます。 

また、短期入所施設からの増床分８床分につきましては、転換するわけですけれども、予定とい

たしましては、平成２８年４月１日を予定しているところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

おおさわの里の４０床、これは糸魚川市分全て増設分として県も見ておりますが、この中身は、

たしか名立区が８床入ってたんではないかと思うんですが、これは糸魚川市が全部で４０床という

ことで理解してよろしいんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 
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おおさわの里の施設につきましては、糸魚川市に所属する施設といたしまして、４０床を増床し

ております。これは、糸魚川市の分というわけではなくって広域の施設というところで４０床でご

ざいます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

そうしますと依然として、この８床ですね、残ってるということで理解いたします。 

次、（３）でありますが、県内での特別養護老人ホームのベッド数ですね、これは２９年末まで

に１万８,０９６床となるそうであります。現在よりも８％ふえる計画となっております。県内特

別養護老人ホーム待機者数、これは１万９,０６９人、これ平成１３年の１０月時点でありますが、

全国で６番目に多い、こういう状況であります。今回のふやすということを見て、県では高齢化を

上回るペースで整備が進んでる。待機者が多い状況は緩和されると歓迎をしております。県はまだ

まだ、これは特別養護老人ホームが不足というふうに見ているんでしょうか、考えをお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

県の考えをこの場でお答えするということにつきましては、市の立場では難しいというふうに思

っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

施設から特養という大方針が、国が立ててるわけでありますので、その点からしてもどうかなと

いうふうには私は思います。新潟県の立場では、施設整備方針と介護保険料の決定、それぞれ市町

村に、これは運営となっておりますので、介護施設の増設、あるいは背景ですね、調査は自治体に

対して行っているんかどうか。新潟県の保険料は、全国的に見ても非常に高いランクであります。

振興局の福祉保健部との連携、その辺については今までどういうふうに進めてこられたのか状況を

お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 
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施設増設の関係につきましては、介護保険事業計画を策定するに当たりまして、県のほうから調

査を依頼され、回答しているところでございます。 

また、糸魚川の振興局、福祉保健部との連携につきましては、認知症対策、または医療と介護の

連携などで十分連携をとらせていただいてるところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

介護保険料が高くなるのは、高齢者が増加して要介護者がふえれば上がります。施設やサービス

を充実させるためには財源確保が絶対に必要であり、高くなるのは当然であります。 

しかし、介護認定を受けている人は２０％であります。８０％の人が介護給付を受けておりませ

ん。しかし、この８０％の人たちも、いつ介護保険にお世話になるかもしれない、わからないとい

うことで、思いつつ保険料は掛け捨てだというふうに感じてる高齢者の方も少なくはありません。

両者の意識には、大きな差があるわけであります。しかも高齢者の年金は、減額されるばかりで保

険料負担は限界に近づいていると思います。しっかりと納得のいく説明が保険者に必要だというふ

うに思います。 

その上で結論は、保険料上昇を抑えるには、現行制度の公費５０％、被保険者５０％の財源構成

を高齢化率に合わせて公費を５５なり、あるいは６０に上げていくべきであります。公費負担割合

を変えなければ、高額負担で年金に頼るしかない高齢者は、私は潰れてしまうと思います。消費税

の財源を福祉に向けて割り、その消費税の割り振りはどうなっているのか。この内容についてもお

伺いをしたいと思いますし、その上で地方は一致結束をして全国市長会で決議をして、国を動かす

べきだと私は思います。保険者としての考え、それから対策をお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

介護保険料の負担ていいますのは、個人の方にとりましては大きいものであるというふうに捉え

ております。 

また、その一方で２０％の方たちが要介護認定を受けていられて介護サービスを受けてられます。

その費用といたしまして、１割から２割の負担だということで助かっているという声も聞いてると

ころでございます。 

また、介護保険の法律の中では、国民の義務といたしまして、介護予防に力を入れるというとこ

ろもうたってるところでございます。その中で、行政といたしましても介護予防に力を入れ、給付

費の抑制を図り、保険料の上昇を抑えていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

全国市長会ですね、こういうのに出席をされておられると思いますけれども、こういう介護保険

料、地方が、特に高齢化率の高いところが非常に高い、そこには財政の負担が非常に大きいわけで

ありますが、こういうところがやっぱり一致団結して国を動かすということが、私は必要だと思い

ますが、いかがお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田原市民部長。 〔市民部長 田原秀夫君登壇〕 

○市民部長（田原秀夫君） 

介護保険制度は、お互いの互助制度ということで、給付を受ける方、また、元気で給付を受けら

れない方も同様の負担をして支え合うという制度でございます。糸魚川市としましては、今ほど加

藤所長が申し上げたような介護予防を、健康づくりを進める中で介護保険の経営の安定を図ってま

いりますが、同時に国に向けても要望という形で財政基盤、介護保険制度の財政基盤の強化という

形で要望をしてまいらなければいけないと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

消費税、８％に上げるときには、たしか財源があったと思うんですが、この割り振りは一体どう

なってるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

地方消費税交付金ということで、使途のほう、こちらについては、予算参考資料の４５ページの

ほうに掲載してありますけれども、いわゆる今回の税制改正における増収分、当市においては３億

円というふうに見込んでおります。地方消費税交付金の全体額については、当初予算ベースで７億

２,０００万ですけれども、そのうちの３億円が社会保障施策に要する経費に使うことということ

で、当市の社会保障施策に関する経費ですけれども、社会福祉、社会保険、保健衛生ということで、

事業費ベースでは約３６億、そのうち一般財源が１９億２,７００万円となっておりますんで、こ

の一般財源ベースの１９億２,７００万円に対して３億円の地方消費税交付金が充当されるという

形になっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

じゃあ、次に移ります。 

（４）でありますが、６万人分の受け皿をふやして、これはもう、きのうの話の中で既に５０万、

４０万ではなくて５０万にした。これは何か決まったようでありますが、５０万にしていくことは

有効な施策、私は施策の１つだとは思います。果たして、介護離職がこのことによってなくなると

は私は考えられません。課題は介護職、人材ですね、人材不足や、あるいは平均賃金の低さ、慢性

的な多忙化など、解決していく課題が多過ぎて、介護施設の増設は絵に描いた餅になるような気が

いたしますが、どうお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

議員のご指摘のとおり介護職の人材不足というのは続いているかと思います。当市といたしまし

ては、今年度から介護職の資格をつくるための補助金、または学生さんに対する対応制度も始めま

して、人材を確保したいというふうに考えているところでございます。 

また、介護従事者の待遇改善、または質の向上というところで人材の確保をあわせて考えていく

必要があるというふうに思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

一方、働いてる介護者の課題を見ますと、企業にとって介護休暇の捉え方も定まってはいないん

ではないか、こんな状況も見受けられます。法律で９３日間の介護休暇は認められておりますが、

取得の仕方に柔軟性が全くありません。勤務形態での働き方、あるいは介護休業給付金の引き上げ

も私は早急に実施すべきというふうに思います。現在の取得率が３.２％です。企業サイドの介護

支援に対する環境が整備されていない状況と受けとめますけれども、当市の状況はどのように把握

されていらっしゃいますか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田原市民部長。 〔市民部長 田原秀夫君登壇〕 

○市民部長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

今ほど、古川議員の数字をお聞きをいたしましたが、糸魚川市においても普及は進んでいないも

のと思っております。制度化されて改善はされておりますが、これを市内全体の介護施設等に十分

な周知をして、とりやすい環境を市としてもお願いをしてまいりたいと思っております。 
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糸魚川市内の状況については、調査をしておりませんので、今後把握してまいりたいと思ってお

ります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

要介護者は在宅介護を望み、介護者は施設介護の希望が多い、これが課題だというふうに言われ

ましたけれども、働きながら介護が続けられる在宅介護の環境をいかに整えていくか、整えること

ができるか。企業の協力、働く人たちの理解が得られるような対策こそが私は求められているんだ

ろうと思います。課題だけを挙げて、解決策の提示、実行がなければ状況は変わらない。どういう

ふうに思いますか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田原市民部長。 〔市民部長 田原秀夫君登壇〕 

○市民部長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

介護の取り巻く状況、これは従業員、また家族、大変厳しいものがございます。その中で、糸魚

川市として、また介護施設として、またそれを関連する事業者・企業としてどのような取り組みが

できるのかというのが大きな課題でありますが、できるところからまずは改善をしていかなければ

いけない。そのためには従業員の賃金体系、それから夜間も及ぶ交代制の緩和、そういうものを少

しずつ改善をしていかなければいけないと思っております。そのために糸魚川市としても、加藤所

長申し上げましたような人材育成、介護者の人材育成をまず進めてまいりたいと思っております。

このことから全体の、先ほどご指摘のありました介護休暇をとれるような環境、そういうものにも

取り組んでまいりたいと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

今の回答でありますと、私は介護者が施設介護の希望が多い、だけど要介護者は在宅介護を望ん

でるんだという、これが糸魚川の課題だって前回９月のときにおっしゃってたんですよ。これをど

ういうふうにするんだ。課題だけ挙げて施策をつくらなかったら、これは前進はしませんよという

ふうに申し上げていたんですよね。ですから、要は介護者、これがどういう状況にあるのかという

のはこれからだという、先ほどのご回答ですので、ぜひそこはきちっとやっていただきたいという

ふうに思います。 

それから、１つ例を紹介しますが、介護人材ですね、これは非常に不足してるということなんで

ありますが、職員体制は、きのう、間に合っているとの回答でありましたが、私はぎりぎりの勤務
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体制であると思います。 

ある施設では、若い方が産休に入って夜勤を抜ける。あるいは研修生の方がおいでになって、学

校から１週間の派遣で１人がつきっきりになって、仕事は他の人に回す。こういうことを研修生な

んかも断り切れないというふうに言っておられるんですね。なぜ断り切れないのかですね、その理

由、もしおわかりでしたらお答えください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

介護施設の中で人材不足になり、なかなか勤務体系の中で非常にハードな仕事をされてるという

ことは、承知してるところでございます。そんな中で研修生を受け入れるということは、その方た

ちに介護の職についていただきたい、そういう思いが強いのであろうというふうに思っております。 

その中でフォローする中で、１人でも２人でも介護職についていただきたいという強い思いがあ

るというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

施設からすれば当然でありますが、断り切れないという理由は、学校からお願いされて、それを

断ると学校から紹介してもらえないということなんですよ。要は、おいでくさいというふうに学校

言っても、もうそこはシャットアウトになってしまうということなんですよね。ですから無理をし

てでもこういう体制をとるんですよ。そういうことも加味して、この糸魚川市の施設の事情を酌ん

でいただきたいと思います。そういう状況からすれば、全国的に５０万人の介護の受け皿、これ大

変厳しいもんだろうというふうに思います。１８年度ぐらいから地方にも来るんでしょうけれども、

その点についてもしっかりと受けとめていただきたいと思います。 

５番目に行きます。 

９月の１６日、市民厚生常任委員会において、この新総合事業へ移行する提案がございました。

平成２８年度中に段階的にということであります。それは、現在、要支援１の人たちを総合事業の

訪問通所介護サービス、相当サービスですね、移行する。同時に２次予防高齢者も総合事業で介護

予防の訪問通所の運動機能向上を図る。こういうふうになっております。この点の理解で間違いあ

りませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 
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議員のおっしゃるとおりでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

段階的にということになりますと、これは要支援の１・２の方全員が行かれるんですか、それと

もそこに段階をつけてということで考えるんですか、どちらですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

要支援の方が全て総合事業のほうに移行になりますが、認定されてる方につきましては、認定期

間がございます。２８年度以降、その方の更新時期、または新規で申請があったときを踏まえて移

行していく予定にしております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

そうしますと、きのうの段階で１５０人移行を予定してるということだったんですが、これは申

請、更新申請のところでの１５０人。それ以外の方は、たしか要支援１・２の方は五百何人いらっ

しゃったと思うんですが、その残ってる方は依然として介護給付ということになるんですか、確認

します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

総合事業と、ほかのサービスを使ってる方につきましても、総合事業のほうへ枠組みが変わる予

定になっております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それ、人数の比率は、どのぐらいになるんですか。教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

要支援の方では、五百何人いらっしゃいますので、総合事業のほうに移行する方が１６０人、と

いいますと３割強というところだと思います。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員、失礼、古川議員。間違いました、申しわけない。 

○８番（古川 昇君） 

提案された資料には、メリットとして基本チェックリストを受けて、クリアすれば認定を受けな

くてもサービス利用が可能とあります。受けられるサービスの内容ってどんなもんですか。教えて

ください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

現段階では、２８年度から移行いたします現行の訪問型のサービス、また、現行の通所型のサー

ビス、もう１つは短期集中の訪問型のリハビリテーション、あと短期集中型の予防であります通所

型のパワーリハでございます。また、その後、２９年度におきまして、どんなサービスを提供でき

るかというところについては協議しているところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

細かいところを聞いて申しわけないんですが、今までの二次予防高齢者の判定、基本チェックリ

ストに該当すると生活機能チェック、生活機能検査があって、医師の判定が必要だったわけであり

ますが、この流れは変わったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

二次予防の基本チェックにつきましては、生活機能検査、お医者さんからいただいた判定につき

ましては、２３年度からはございません。高齢者の基本チェックのみで二次予防の判断をさせてい
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ただいてるところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

このデメリットのところに幾つか書いてありますけれども、要支援の皆さん全員から、さっき言

った段階的にということなんですが、総合事業へ移行してもいいというような同意書、これをもら

って、それを進めていかれるのか、更新時にケアマネジャーさんがそこにお話をして、その際にそ

のまま移行するということになるのか。もしその際、説明がうまくいかなかったらどうなるんです

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

総合事業のほうに移行するということで、同意書をもらうということではございません。移行後

につきましても、要支援１・２の認定者につきましては、訪問や通所の介護が、サービスが利用で

きます。 

しかしながら、更新の中で総合事業のほうに移行いたしますので、チェックリストで判断するの

か、更新手続をするのかということにつきましては、丁寧に説明が必要だというふうに思っており

ます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

次に、事業所関係の方のお話ですね、そこに対する説明、これも私は問題あると思うんですが、

関係者は、今の段階的移行の次の段階をもう考えていらっしゃいます。報酬が下がる前、Ａ、Ｂの

事業に移行したときに、果たして事業所が継続できるのか。１つは登録転院、これが上げることが

できるんだったら人数を余計にという展望もありますけれども、事業の縮小あるいは撤退、ここも

考えざるを得ない。こういうふうな、今、段階に来ているということなんですが、介護事業所の方

ですね、これは事業をやめた業者も全国的には報道もたくさんあります。事業者の不安にどういう

ふうに応えていかれるのかお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 
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お答えいたします。 

本年度になりましてから、総合事業の移行に向けて各事業所の方たちと意見交換をさせていただ

いているところでございます。その中で、段階的に現行のサービスから移行することについては、

同意をいただいてるところでございます。 

また、２９年度から緩和型、多分、議員、ご心配されるのは、その緩和型のサービスであろうと

いうふうに思いますが、それを受けていただくために、時間をかけて意見交換、また説明を十分さ

せていただきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

これからですね、医療費あるいは介護給付費あるいは保険料、これを上昇させないとすれば、医

療予防あるいは介護予防事業、これが大変重要になってきます。糸魚川市の高齢者が健診をしっか

りと受けて、家に閉じこもらず、何らかの運動、あるいは農作業などを通して体を動かす習慣が、

さらに私は定着すれば１０年後は大きく変わってくるんではないかというふうに思います。 

そこで、最近できました運動・認知訓練型デイサービスという施設があります。事業所は要介

護・要支援の認定を受けた方が受けられるということでありますが、福祉事務所は、あの事業所を

どういうふうに生かしていくのか考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

本年の４月以降、新しくできた事業所のことをおっしゃってるだろうというふうに思っておりま

す。今現在、要支援１から要介護１・２ぐらいの方で利用されているのではないかというふうに思

っております。 

また、総合事業のほうに移行いたしますと短期集中型の通所のパワリハという事業もやる予定に

しておりますので、事業所と相談しながら、その事業を受けていただけるかどうか相談していきた

いというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

健康づくりの事業で、大変私は有効な事業内容だと思いますけれども、特にですね、運動効果測

定、筋肉量、部位別筋肉量、体脂肪、内臓脂肪等々、このデータを最初にはかって、そのデータを

もとに専門家と相談をして、どこを鍛えればいいか、何をしていけば有効か、こういうことがわか



 

－ 328 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

るシステムになっております。転倒予防の体幹も鍛えられますし、それから認知ですね、ここに効

果があると言われるコグニサイズも体験できるわけで、皆さんの中でどなたか行って経験された方

いらっしゃいますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本健康増進課長。 〔健康増進課長 山本将世君登壇〕 

○健康増進課長（山本将世君） 

お答えをいたします。 

私のほうで施設のほうへお伺いさせていただきまして、施設の運営の仕方、また機器等につきま

して、見させていただきました。やはり少人数でございます。スペース的には限られたとこで、人

数的には限度がございますが、やはりそういった要介護の方々がそういった自分の筋力とか落った

ところをイメージしながら、そこを筋力アップできるということの中では、効果ある施設だという

ように認知しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

経験されたかとお聞きしたんですが、そこはいいです。 

次にお伺いします。 

任意事業で実施をしておりますおむつ券の支給ですね。ことしから減額となりましたが、３３％

の減額でありますが、減額に至った理由、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

おむつ券の支給につきましては、申請される方が年々増加していく中で、今後もこの事業を継続

したいという思いから全体的に減額をさせていただきました。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

つまりはお金がないということであろうかと思います。そうしますと、介護保険料、３５円下げ

ましたよね。何で下げたんですか。あれ下げる理由は、９０床のときの話でやってこられたと思う

んですよね。私は、愛知県の高浜市、それから埼玉県の和光市、これは介護保険料のほかに上乗せ

をしてお金をとって、そこで任意事業に生かしてるという話も聞きます。３５円を下げるんであれ

ば、ここに私は使えたんじゃないんですか。上乗せでできたんじゃないですか。そうすれば給付を
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受けてる方にきちっとそのことが届いたんではないかと思いますが、考えをお聞かせいただきたい

と思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

ご指摘のように、おむつ券の支給について減額された理由につきましては、先ほど申し上げたと

おりでございます。 

また、例えば支援の方がおむつ券を欲しいと言ったときに、先ほど議員がおっしゃられた埼玉県

和光市のほうに議員の方も視察され、うちのほうでも職員が随行して研修を受けてまいりました。

その中では、自立支援ということが前面に出ております。おむつ券を支給すればいいという問題で

はなくて、では、そういうふうにならないためにどんな運動が必要なのかということを随分アセス

メントされているということで、担当職員は非常に衝撃を受けてきたというふうに聞いております。

そういう部分でほかの部分、介護予防事業でありますとか、健康を維持できるような事業のほうに

そのお金を使わせていただいてるところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

特別養護老人ホームに入ってる方のおむつ券は、これは個人負担ですか、それとも介護給付です

か、どっちですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

施設の方につきましては、給付費の中で賄われております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

じゃあ、おかしいじゃないですか。施設から在宅がいいと、皆さんお願いしますと言っててです

ね、在宅にお願いしている人は個人負担。施設に入ってる方は給付で賄われている。これ、おかし

いじゃないですか。そういう考え方すれば、在宅の限界点を、私最初に上げるというふうに申し上

げたはずですよね。あるいは、ケアシステム、これを構築していくんだという、その流れからすれ
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ば今の考えは逆じゃないですか。私は、早急に、これ戻してもらいたいと思うんですけどいかがで

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

今現在、おむつ券につきましては、昨年度よりも３３％減額になっているというふうにお答えさ

せていただいておりますけれども、先ほども申し上げましたとおり、おむつ券ばかりではなくって、

在宅での支援というのはほかにもやっております。例えば介護されてる方の相談でありますとか、

また介護される側の方につきましては、在宅でいたいという思いが強うございます。その中で、介

護者のストレスに対しての相談支援体制も十分に整えてるところでございます。ほかの事業のほう

でやってるというところでご理解をいただきたいと思います。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

皆さんのところには、こういうご意見あるいは要望は届いていないかと思います。私らのところ

には届いてます。介護をなさってる方、もちろんおむつ券の支給だけで足りてるわけじゃないんで

すよね。もともとそれ以上に個人負担されてる方ばっかりなんですよ。そういう方の気持ちをきち

っと応えていただいて、私は戻していただきたい、そういうふうに努力していただきたいと思いま

す。 

次に行きます。 

認知症の関係でありますけれども、これはお医者さんの関係ですね、一生懸命やっていただいて

おりますので、この点はいいかと思います。さらに進めていただければいいかと思います。 

ただ、私は、新オレンジプランの中で、認知症サポーターの数が随分上っておりますので、これ

は企業側の協力ですね、これが進んでいるのかどうか、一番の関係はスーパー関係でありますが、

この点についてどうなってるかお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

企業の方からの要請もございますが、スーパーからの要請は今までございません。サポーター養

成講座について、スーパーの方にも勧めていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

サポーターさんでありますけれども、まだまだ２,９１１ということになると目標にはまだ足り

ていないわけでありますが、私、今言いましたようにスーパーの方ですね、これは会計をするとき

にどういう状況なんだということで一番わかる部署でもあるんですよね。そういう点でもここのと

ころは、ぜひお願いしたいと思います。 

それから、私は観光協会の皆さん、あるいは銀行、あるいはえちごトキめき鉄道ですよね、皆さ

んにもやっぱり受けていただいて、オレンジリングをしてもらいたいんですよね。糸魚川においで

になった方が、そこで初めてそれを見た段階で、やっぱり糸魚川優しいまちだなというふうに感じ

れば、これは私は糸魚川市のＰＲになるんだと思うんですよ。そういうところもきっちり合わせて、

違うところ、私、今申し上げたところばっかりではないんですが、企業に対してきちっとやっぱり

認知症サポーターになってもらいたい。強力な要請をお願いしたいと思うんですけどいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

認知症の方が地域で暮らすためには、いろいろな方の支援が必要だろうというふうに思っており

ます。企業の方につきましても、どのように周知、またお願いすればいいのか、またお願いしてい

きたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

観光協会さん、あるいはえちごトキめき鉄道さんなんかですね、いわば身内のところに入ってる

方かなと思うんですけれども、ここは早急にお願いして受けてもらうということで進めていただき

たいというふうに思います。 

それから、今の段階からサポーターズクラブみたいなものをやっぱりつくって、次の段階のサポ

ーター、糸魚川市ではどうやってやっていくんか、認知症に対してですよ。ここのところの施策は、

私はもう考えている段階ではないかと思うんですが、その点についても、その次の将来に向かって

の考え方、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 
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認知症サポーターといいますのは、いろんな認知症について理解を深めていただいて、認知症の

方が地域で生活するのに、見守りや支え合っていくというところが趣旨でございます。その人たち

のサポーターズクラブということではなくって、個人個人が認知症の方を支援していくという形に

なっております。 

また、その拠点といたしましては、福祉事務所の高齢係が主体になっておりますので、そのサポ

ーターの方にどんなものを提供すればいいのかということにつきましては、検討してまいりたいと

思います。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

せっかく受けた方、大変、２,９００人もいらっしゃるわけでありますので、ぜひその気持ちを

もう一歩進めるというような対策を、私はとっていただきたいと思います。 

それから、私、認知症カフェに参加をさせていただきました。非常に和やかな雰囲気で、２時間

はあっという間でありましたけれども、患者さんも地域の人も集まって話をする。ともに垣根を越

えて理解がつながると、私はこういうふうに感じました。この、対応してくださる施設に対して、

何らかの、私は支援を考えてもいいんではないかと思うんですが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

認知症カフェを開設するに当たりまして、各事業所の方とお話をさせていただきました。その段

階では、初期投資といいますか、必要な物品・備品につきましては、こちらのほうで支援をさせて

いただきました。立場といたしましては、各事業所独自の取り組みであるというふうに考えており

ます。今後も市といたしましては、認知症カフェのほうに参加する中で、いろいろな方の相談に乗

ったり、どんなふうにしてやればいいのかというようなことも、スタッフとして検討していきたい

というふうに考えております。 

また、事業所といたしましても認知症の方の家族からの相談の中で、地域の方とのかかわりを深

めていただいてるところでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

１回のカフェを実施をするに当たっても大変苦労されてるようでありますので、このところはぜ

ひ善処お願いしたいというふうに思います。 
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次に、スマートテレビトライアルについて伺いたいと思います。これは使用された方々、特に

３２というお話をいただきましたけれども、感想あるいは導入意欲ですね、この辺についてはどん

なもんだったんでしょうかお聞きします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

お答えいたします。 

こちらのほう、６月から８月の末にかけて３カ月、やらせていただきましたけれども、全体の評

価として使った方の、魅力だと感じたかという問いについて、全体では７２％の方がこのサービス

は魅力的であるというふうに考えてると。 

また、サービスを理解し、使えるようになったか、操作できるようになったかということですが、

全体３２世帯のうち８１％の方が使えるようになったという回答をいただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

シニア世代の意欲ですよね、これが来て、自分のうちに設置をされて使ってみて、意欲はどのよ

うなものであったのか。また、シニアの方の感想ですね、あるいは年齢、あるいは男女間でその意

欲みたいなものに差が出たのかどうか、その点についてはいかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

特に回答の中で、一番特筆すべきところというのは、高齢者の世帯と遠方に住む家族とのやりと

り、テレビ電話ですね、このところが非常に利用が頻繁でありまして、また評価も高いということ

で、特にひとり暮らしの高齢者の人がですね、やっぱり非常に孤独感というのか、寂しい思いをし

ながら過ごしている中で、やっぱり家族の顔が見れる。しかも電話ですと１人だけですけれども、

相手の家族、複数の方々と顔を合わせて会話もできるということで、非常にそういうところが評価

されてるということで、男女間であるとか年齢については、ちょっとデータとしてはありませんけ

れども、そういった回答が来てるということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それから、地域の支援センター、あるいはケアマネジャーさんですよね、そういう介護あるいは

福祉関係の方々が、このトライアルの中で感じられたことがあればお聞かせいただきたいと思いま

す。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

包括支援センターの職員の方々から使っていただきました。それで、ちょっとしたことでですね、

その状況を知りたいと、顔のぐあいというか表情を見たいというときに非常に便利であるというこ

とで、電話ではなかなかそこまではいかないんですけども、テレビ電話であるとそういうものがつ

ぶさにわかるということで、訪問するときに優先順位を変えたりとかそういうことの効果があって、

これは使えるんじゃないかということの評価をいただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

今の話ですと、特に今言われた見守り、あるいは相談ですよね、それから、最初にお話をいただ

きましたけれども買い物、買い物もこのテレビ電話でどういうふうにやってて、それがどういう効

果があったのかですね、この点についても見守り、相談、買い物支援、ここの点についてもお聞き

したいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

買い物支援につきましては、１社から協力いただいて、取り組んでまいりましたけれども、こち

らのほうも使った方のご意見というか評価でございますけれども、自分の欲しいものを販売店の棚

を見ながら、タブレットのカメラで見ながら自分で品物が選べるということが非常にいいというこ

とで、パン１つとっても何種類かあるんですが、私はこのパンが好きなんだということで、これを

選んでくれということで、人に頼んで買ってきてもらうと自分の希望したものでないものが来るこ

ともあるということで、そういったことがこのテレビ電話の中では非常に効果があったのかなとい

うことでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

あと医療関係ですよね、大学と結んでたということなんですが、これは医療行為だとかというこ

とではなくて、相談ということにとどまったんではないかと思いますが、医療関係の皆さんからは、

このツールに対してはどんなご意見でしたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 
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○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは県立の看護大学のほうと連携をとって、実際の実証実験をさせていただきましたけれども、

議員さんがおっしゃったように法律の関係がありますので、医療のところというのはなかなか難し

いでしょうということで、健康づくりであるとか、そういった相談であるとか、そういうものにつ

いては活用できるんではないかなという回答でありました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

これが進んでいけば２４時間の医療・看護、こういうところにも活用していけるのかなという気

が私はいたしました。これが終わった段階で、便利なものというふうにはわかったわけであります

が、一番今捉えていらっしゃる大きな問題、これが解決しなければというのは何でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

トライアルをしている状況の中ではですね、料金設定というのがまだ明快にされておりません。

使用料がどうなるのか、これが利用される皆さん今、能生事務所長がおっしゃいましたように、い

ろいろメリットの面を感じておられますが、料金対メリットで、導入する場合にどうなるのかとい

うのが非常に大きな点だろうと思っています。 

また、技術的にも、テレビを利用してテレビ電話はやるもんですから、画質的に時々乱れるとい

うような状況もあったというふうに聞いております。そういう面等々、トライアルとしては一定の

評価ができるというふうに思っておりますが、今申し上げた点を含めて、まだ課題も結構あるとい

うふうに感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

今のそこが一番大事だろうと思うんですね。一体どのくらいの費用で使えるのかというのが一番、

自分で使いたいと思っても、そこのところが本当に安くどなたでも使えるというようなことがなけ

れば、これは前進はしないと思います。そういう点でもこれから注視をしていきたいというふうに

思います。今回いろんな細かいところを申し上げましたけれども、私は最初に申し上げましたけれ

ども、在宅介護の限界点をいかに上げていくんだというところが、私は介護に尽きるんだろうと思

うんですね、これからの方向としては。そこのところで幾つか申し上げました。皆さんのところで、

ぜひ、いろんなことを申し上げましたが、善処をしていただいて、これから在宅介護の充実策に努

めていただければというふうに思います。 

以上をもちまして私の質問を終わらせいただきます。 
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○議長（倉又 稔君） 

以上で、古川議員の質問が終わりました。 

暫時休憩します。 

再開を２時５０分といたします。 

 

〈午後２時３５分 休憩〉 

 

〈午後２時５０分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を開きます。 

次に、吉岡静夫議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 〔１５番 吉岡静夫君登壇〕 

○１５番（吉岡静夫君） 

吉岡です。よろしくお願いします。 

１、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」・「まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」。 

国が今年度中の策定を求めている「地方版総合戦略」。その流れに沿って、このほど策定された

のが「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」。 

そこで、お伺いします。 

(1) 「一億総活躍社会」・「地方創生」とは。 

  今回の策定には、現政権が掲げている「一億総活躍社会」と「地方創生」の旗印・旗ふり

が色濃く覆いかぶさっていると見るのは私だけではないと思います。 

  私は、むしろその裏に「一億総格差社会」、さらに言えば「一億総老後崩壊」、「地方格

差社会」、「地方退生」につながりかねないと感じとっています。 

  「人」は、誰しも「できれば『弱い』よりも強くありたい」と願う。「地方」も同じ。

「できればほかよりも」と願う。しかし、「人」は弱い。子どもの貧困や介護離職・介護崩

壊の苦しみを持ち出すまでもなく、老齢化・心身の不調・不慮の不幸などで「弱さ」を抱え

込む。また、「地方」も、気象・地形などによるハンデだけでなく、一極集中というむしろ

国レベルでの難関に立ち向かわなければなりません。 

  ある新聞記事でこう解説しています。 

  「地方創生の旗印の一方で、人口の一極集中はむしろ加速。自治体ができることには限り

がある」。 

  いま、私たちが心しなければならないのは、「一億」・「みんなで渡れば」などといった

勢いや力や数の旗印や旗ふりではなく、「一人ひとりがどうするか、どうなるか」の弱さと

いう現実をこそ見直し、取り組む姿勢ではないか、と私は訴えたい。 

  このことについて、市長、どうお考えですか。 
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(2) 「勝ち行く」とは。 

  今回の市の「総合戦略・人口ビジョン」、基本目標として掲げている「勝ち行く」。この

フレーズ、まさに「強けりゃ、数さえ、力さえ、カネさえ、勢いさえ」が目立って強調され

ていると、私は受けとめました。 

  しかし、現実は違う。冒頭でも触れましたが、「数も勢いもカネも力もない」人もいてこ

その「市民」です。「糸魚川」です。「地方」にしても同じ。そういった現実・現況のなか

での「勝ち行く」とは。 

  市長、どう受けとめますか。お考えですか。 

(3) ひとり暮らし・空き家・ＡＥＤ・足の便。 

  前回定例会で、私は、否応なく「人」が抱え込まざるを得ない「弱さ」対応の課題の具体

例として「ひとり暮らし・空き家・ＡＥＤ・足の便」など、いくつかを並べてその対応の充

実・強化を主張しました。 

  その後、どのような取り組みがなされておりますか。動きがあれば、お聞かせください。 

２、「権現荘・温泉センター」。 

これはいつも言ってることですけども、①性格の違う両施設ごっちゃにしての運営はすべきでな

い。②住民・市民・関係者の意向が反映されているとは言いがたい広報・広聴活動。「説明会」な

るものも極めて不十分。③として民業圧迫問題。さらには指定管理者制度移行についても問題が多

過ぎるなどの指摘・訴え・提唱をしつこいくらいにさせてもらってまいりました。 

これらの心配・危惧については、私だけに限ったことではありません。これまでいろいろな動き

があったことはご存じのとおりです。しかし、８月１日、リニューアルオープンとなりました。非

常に残念な行政対応です。 

そこで、お伺いします。 

(1) その後、これから。 

  リニューアル・統合という激変から４か月。利用者の動きなどはどうなっていますか。 

(2) 広報・広聴活動。 

  住民・市民・利用者・関係者の側に立っての広報・広聴活動はどのようになされてきまし

たか、しようとされていますか。 

３、桂・工場用地問題。 

残念ながら、多大な市費を投じたまま年月だけは流れ過ぎる状態が続いています。 

「地域活性のためだ」「雇用拡大に役立つためだ」のかけ声かけや「イケイケ」の流れの結果が

これでした。当然、市民の間からは疑問・批判の声が上がり、今も続いております。 

ということで、私は、本件一連の動きを「反省・自省の教訓を残してくれた」と捉え、対応しよ

うと主張し続けています。市長もこのことについては同旨の発言もされておられます。 

そこで、お伺いします。 

(1) その後 

  その後の動き、どうなっていますか。内容のあるなしにかかわらず、広報・広聴活動に努

めるべきと思いますが、いかがですか。 

(2) 市独自のマニュアルづくり 
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  私、「本件の教訓を活かすべく、この機に市全体としての独自のマニュアルづくり対応を

やろうではないか」と主張・提唱し続けてきました。それが、結果的には本件に対する一歩

前進、そして、これからの同旨事案対応にも役立つと考えるからです。 

  が、市長はこう言っています。 

  「市が土地を購入する場合には、公共用地取得に伴う損失補償基準に基づき、事案に応じ

て対応しておりますので、市独自のマニュアルづくりは考えておりません」。 

  この問題、単なる事務処理だけのケースではありません。「地域活性」「地域開発」「雇

用拡大」など、広く市行政の進め方にも関わってくる問題と私はとらえております。だから

こそ「この機を活かしての対応を」と主張・提唱しているのです。「反省・自省」の折角の

教訓を活かそうではありませんか。いかがですか。 

４、「姫川病院」、その後と対応。 

建設・開院が１９８７（昭和６２）年、突然の閉院が２００７（平成１９）年。約２０年の歴史

を刻んでくれた「姫川病院」でした。私は、以来欠かさずこの問題を取り上げ続け、訴え、提言、

提唱させてもらってきました。主張はこうです。 

「用地・建物に限らず、建設・開院への動き全般からしても、その後のかかわりの歴史からして

も、極めて『公』的色彩の強い問題。であるからこそ、『市』はこの問題に真っ向からかかわるべ

き、取り組み続けるべき」。 

ところが、市長の答弁はほぼ毎回同じ、こうです。 

「新たな状況変化がない中で、新たな対応は考えておりません」。 

そこで、お伺いします。 

(1) 「状況変化」。 

  市長の言う「新たな状況変化」とは、「新たな対応」とは、具体的には何をどう受けとめ、

どうしようとされるのですか。 

(2) 「市営・公営」。 

  これもことあるごとに訴えさせてもらっておりますが、この問題、「市営でないから」と

か、ましてや「もう時間も経っていることだから」ですませられる問題ではありません。ど

う考えますか。 

(3) 「空き家」的では。 

  いわば公的な色あい強い施設が、いわば「空き家」的な状態で全国的な道路交通上目立つ

所に在る。何らかの対応策をとるべきと考えますが、いかがですか。 

５、国道８号東バイパス。 

かつて、元市議の磯野八郎さんがこう言っておられました。 

「８号東バイパス、長いなあ。俺の生きてるうちに見えるようになるかなあ」と。 

ところが、その磯野さん、もう今はいません。 

それにしても、約７キロのうち３キロは完成・開通しました。 

改めてお聞きします。 

(1) その後の動き。 

  一部開通とはいえ、利用に入って約半年。開通後の新旧対比交通量の流れはどうなってい
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るか。また、利用者・関係地区への広報・広聴活動はどの程度になされているか。市として

把握しているところがあれば、中身をお伝えいただきたい。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

吉岡議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目と２点目につきましては、総合戦略では４つの基本目標の中で、子供からお年寄

りまで、みんな健康で暮らしやすいまちを目指しており、そのことが他の地域から見て、輝きを放

ち、結果として他の地域に負けない勝ち行くまちになるものと考えております。 

３点目につきましては、具体的な施策は総合計画や予算編成の中で検討してまいります。 

２番目の１点目につきましては、前年同期の権現荘及び温泉センターの利用者の合計数と比較し、

２０.７％の増となっております。 

２点目につきましては、これまで機会を捉えて住民や関係者の皆様からご意見をお聞きするとと

もに必要な情報を提供し、説明をいたしております。今後も同様に対応してまいります。 

３番目の１点目につきましては、その後、動きがないことから広報は行っておりません。 

２点目につきましては、本件を教訓といたしまして、その後の事業に取り組んでおります。 

４番目につきましては、これまでお答えしたとおりでありますが、新たな状況変化があれば対応

したいと考えております。 

５番目につきましては、国土交通省が開通後に実施した調査によりますと、従来の国道８号の交

通量が２８％減少したとの結果が公表されております。 

また、同調査の中では、地域から通学児童の安心感が増した。利便性が向上した。バスの運行が

より安全になったなどの声が寄せられております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

では、順番に行きます。 

１番のまち・ひと・しごと創生総合戦略、まち・ひと・しごと創生人口ビジョンでありますけれ

ども、どうなんでしょうか。私はこの総合戦略の組み立て、あるいは意見交換にさっき、きのうだ

ったか、５０団体６５回、きょうですかね、１,０００人以上が参加して、こういうものが組み立

てられたというような説明に、私は受けとめたんですけれども、数だけ聞けば多いと言えば多いん

ですが。じゃあ、中身のほうはどのような中身があった、ピックアップだけでもいいですからお教

えいただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

総合戦略については、全議員のほうに配付してあるものと思っております。その中で主な事業と

いうことで、総合戦略の８ページ、９ページに掲げておりますけれども、輝ける資源循環のまちづ

くりということで、オーナー制度による交流促進等、所得の向上とか、なりわいパートナー創出事

業、インターンシップ促進事業、地域を担う人材が集うまちづくりとしては、ふるさと糸魚川移住

就活コンシェルジュ事業、ＵＩターン受入事業、夢をかなえて若者や女性が輝くまちづくりとして

は、結婚希望者への婚活支援事業、それから、新たな子育て支援に向けた取り組み、暮らしやすさ

で安心・元気なまちづくりとしては、地域リーダー育成、大学連携、それから、小さな拠点とコン

パクトシティについての調査研究というようなものがありますし、その他多くの事業については、

１０ページから１４ページについて、細かに計上されてるものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

これは、ここに出ておる８、９、あと１０ページ以降ありますけれども、それでは、これはピッ

クアップと言やピックアップだけれども、その間に、これだけの５０団体６５回１,０００人以上

参加して、そういったほかに意見とかそういうものはないんですか、ピックアップと言やピックア

ップだけど。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

細かな部分については、ちょっと資料を持ち合わせておりませんけれども、移住・定住に関する

ご意見や、それから、子育て支援に関するご意見、それからやはり結婚等そういったものに関する

意見など、数多くの意見・提言をいただいたものと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

別のところで聞きますけれども、別のところから聞きますけれども、パブリックコメント、この

件に関して、たしかやったというふうに私は受けとめておるんだけれども、その辺の中身はどうで

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

パブリックコメントについては、３名の方からご意見をいただいております。内容については、

現在、もう総合戦略に計上されてるものもありますし、具体的にこういうことをやったらどうかと

いうような提案、そういったものが上ってきております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

これだけ大々的に、しかも、これから将来にいろんな意味でかかわるのに３件とは、ちょっと少

ないなと俺は思うんだけれども、その辺の受けとめ方、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

確かに数としては、少ないというふうにもとれるかと思いますけれども、ただ、その前段として

いろんな団体と意見交換してきておりますので、逆に言うとそういうことがあったから少なかった

のかなという面も考えられるのかなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

少ないのはあなた方のせいだとは言ってないんですが、これだけの大きな動き、それと大きな、

これからにかかわるだけに、逆に言うと市民の関心が少ないのかなというふうにも私は感じてしま

うわけです。ごっちゃになりますけれども、この当たり前のことを聞くけれども、総合戦略、ある

いは人口ビジョン、冒頭にも言ったけれども、これは市が国のそういった意向、あるいは動きを受

けてつくったものです。当然この責任者は市長なんだと、俺は当然思うんだけどいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

施策はやはり今、行政をつかさどっております糸魚川市でつくったものでございまして、その市

長が私でございますので、見ようによればそういう形になるかと思いますが、これは市で進めてい

く施策としてつくらさせてもらったものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

当然、市長ですわね、責任は。責任がどうのこうのとかと言ってんじゃなくて、こういうものに

携わっておるということを言っとるんで、そこでもうちょっとお聞きしたいんだけれども、今度話

は少しずれますけれども、私、非常に気になって通告書にも書いたんだけれども、この基本目標

「勝ち行く」という言葉があるんですね。これに私こだわってんだけども、さっきも冒頭でも述べ

たけれども。この辺の言葉は、どこから出てきた、市長じゃなくても結構なんですけど、どうして

ここへ活字化したもんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私は決して、弱い人たちを相手にしないというようなことを言っとるわけではございません。や

はり市民の皆様方、ひとしく今この現状を見たときに活力ある地域になってもらいたい、また元気

のあるまちになってもらいたいという気持ちがあるんだろうと思っております。そういうものに向

かっていくことは、やはり元気を出してみんなで課題やそういったこの問題に対しては、立ち向か

わなくちゃいけないんだろう。そういうときに、やはり元気さが勝っていくような気持ちになって

進んで行かなくちゃいけない。決して弱い市民がいるからどうなの、そして、いけいけどんどんと

我々は何も言ってはおりませんし、そういったような形でやはり少しやゆするというということは、

私は少しおかしいのではないかなという感じで受けとめています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

私が言おうとすることを先に市長が質問して答弁するようなこと言ってしまったんですが、非常

にへんてこな空気ですけれども、私はやゆなんて言ってない、やゆなんかしてない。やゆというこ

とは、今市長が使ったけども、そんなこと私は言ってないです。私が思うところを言ってるだけで、

やゆなんて言葉使ってもらうのは困る。 

そこで言いますけれども、私は周りの人からも言われることがあるんだけれども、吉岡さん弱い

からねというような、どういう意味で言われるかしらんけど言われることもある。どう考えても冒

頭のところで言ったように、やっぱりみんなで強い、それは大事なこったけれども、１人になりゃ

弱いわけだから、そういう弱い人、弱い自分、そういったものがやはり主人公でなきゃならんとい

うのは、私の政治信念というか生きる信念です。 

例えばこの一般質問、今回だけ見ても、例えばほんのさっきですけれども、特別養護老人ホーム

の入所、市内だけで４４３人が待っとる。中身いろいろありましょうけれども、こういう現実、あ

るいはいじめの問題ありますね、ありましたね。さらには、認知症対応、あるいは介護、これ何も

どっかのまちでの出来事じゃない。自分の身、自分の身の周りなんです、あなたも含めて。だから
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そういう意味で、私は弱さとか苦しさとか悩み、こういうものが今議会でも噴出とまではいかんけ

れども、少なくとも控え目に言ってもにじみ出ておると私は受けとめております。そういった中で、

今、市長が私に先回って答弁しちゃったけれども、この「勝ち行く」という言葉、そういう意味じ

ゃないんだと言うけれども、見解の相違もある。生き方の相違もある。世界観、そういうもんもあ

るだろう。でも私は、市長、そういうところを強調したい。だからと言ってあんたの首根っこ押さ

えて間違いだなんて言ってません。 

ただ、そういう人間もいるということは、わかってもらいたいし、そういう物を言えない人も市

民の中にはいっぱいおる、元気と言われたって元気は出ないんだ、そういう人もいるということを

わかってもらいたい、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、議員ご指摘の点というのは、十分私もやはり承知をさせていただいております。今、市民生

活は非常に多様化いたしておるわけでございまして、ですから我々は１つの問題だけを取り上げと

るわけではなくて、市民生活全て取り上げてかなくてはいけないわけでございまして、福祉の問題、

そして今、町の活性化の問題、その部分だけを捉えて右がどうだ左はどうだということの利を我々

は論議するとなかなか難しいと思うわけでございまして、トータルに見ていただく部分も必要であ

ろうかと思うし、そういった部分部分には、やはり全てこれはいいというものはないわけでありま

す。全てに対して、この基礎自治体の市というものは対応しなくちゃいけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

さっきも言ったように、頭っからどうこうというつもりは全くないんでね。米田市長は米田市長

の生き方でそれをあらわして、こうやってやりとりしてるわけですから、そこはそれでいいんです

よ。だけど私のような主張もまた、米田市長と同じにあるということは、市長ばっかりじゃない皆

さんわかってもらいたいということをまず言っておきます。この問題については、もし時間があり

ゃ後でまた少しと思います。 

２番のほうへちょっと飛ばしていただきます。権現荘の問題。 

指定管理者募集というのかな、俺きょう、ちょっと持ってこなかったけど、指定管理者の応募と

いうのか、そういうふうに何か、たしかやってると思うんだけれども、その辺の動きはどうなって

ますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 
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お答えいたします。 

春先に１回募集、運営の希望がある、その企業について募集をさせていただきました。その中で

は３件の応募があって、ペーパーベースで説明をさせていただいて、また８月１日にはリニューア

ルオープンしますので、その後、時期を見て、今度は施設を見ていただきながら説明をさせていた

だくということで、１２月にその３件の事業者には、日を分けてご案内をして説明をするという予

定になっております。 

指定管理につきましては、今、意向打診という段階でありまして、正式なものではありません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

そこを私は聞きたかったんだけども、もうちょっと具体的にああいう、たしかお知らせか何かそ

んなもんで出しましたよね。それだけのことやってんだから、市民に対して、その経過報告とか、

いやこうなってますということやりましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

議会の総務文教常任委員会のほうでも、これまでご説明してきておりますけれども、リニューア

ル後、２年間の経営の状況を踏まえながら指定管理に移行していきたいということで、現在、取り

組みを進めております。その中の一環として、指定管理を正式に募集する場合に、意向があるかど

うかというものを現在事前にお話をさせていただいております。その状況については、おしらせば

ん等でですね、意向がある方については、能生事務所のほうにお申し出くださいということでお知

らせをし、先ほど能生事務所長がお答えしたような状況で現在取り組んでおるところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

考えてみりゃ、私２つ分けて考えるべきだったし、質問するべきだったんだけども、私は指定管

理者制度というのは、非常に疑問があるし、問題があると思ってるから、そういう考え方で対応し

てますけれども。それでは、今までのいろいろ議会筋でも報告をしてきたそのとおりの形で進めた

いという前提のもとにやっとると、改めてちょっとお聞きします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 
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そのとおりでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

すいません、一緒に聞きゃよかったんだけど。市民への、市民へのというは、広報というかお知

らせするという、その辺は、改めて聞きますけれども、どこまで具体的にやりましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

権現荘と温泉センターを統合して今回リニューアルしたわけでございますが、それについては地

元の上南地域でも説明会を実施いたしておりますし、また、一緒にすることについては、広報等で

お知らせをいたしております。そういう流れの中で進めておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

今の総務部長、あれでしょ、それはここへ統合するということに関しての住民説明会でしょ。私

が聞いたのは、指定管理者に絞って何らかの動きがあったかと、こういうことを聞いてる。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

指定管理に移行するということについてですね、そういう意向のある事業者さんはいらっしゃい

ますかということでの意向打診の段階で今進めておりますが、それについては広報おしらせばんの

ほうでお知らせをいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

つまりあれだ、指定管理者については、やりたいですよということは言ってると言っているので、

住民説明会ではやってないとこういうことですよね。そして、それでは、そういう聞き方をします

けれども、その後、８月１日以降、今、市長の答弁のほうでは２０％という数字も出たけれども、

それを含めてだけど、２０％の今までの合計のあれに対してどのぐらいの数値で見てるのかという

ところ、もうちょっと具体的に。 

それと市民、住民、利用者、関係者、いろいろなあれがありましたね。そういう方々、私も市民
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でもありゃ利用者でもあるわけだけれども、そういう人たちに対しての広報活動というのか広聴活

動というのか、そういうことはどの程度８月１日からやってきましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

先ほど市長のほうから２０.７％、１１月末までの数字として伸びているということで報告をさ

せてもらいました。人数ベースでは細かくは出ておりませんが、約３,０００人ぐらいが伸びてい

るということでございます。 

また、周知の方法でございますけれども、いろんなリニューアルプランとかそういった形でです

ね、支配人のほうでつくったプランをＰＲすることによって誘客をしているというところでござい

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

統合、統合にこだわるだけではないけど、今回の変革に関しては、説明会とかいろいろやってき

た。けれども、その前には関係者あるいは利用者側からの反対運動なり、いろんなものもあった。

それは現実ありましたね。 

じゃあ、その後、私聞いたのは、聞き方悪かったのかもしれん。８月１日以降、そういう類いの

もの、そういう狙いで皆さんの意向あるいは評判、こういうものを聞いたかどうかということを聞

いてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

８月１日以降ということでご質問でございますけれども、今手元にありますのは、５月２０日付

で市長にご意見直通便が来ていたものがございます。 

それと利用者からの評判というのか評価ということですけれども、こちらのほうは非常によくな

った。新しくなって、また利用しやすくなったということで感想をいただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

細かいことでちょっと悪いけど、その感想聞いてきた、どこで聞いたんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 
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○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは支配人がですね、カウンターで伺ったものを、私はもう大体１０日に一遍ぐらい登っとり

ますので、その中で、情報交換の中でつかんでいるものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

その程度じゃね、まあ４カ月だから、まだ間もないからね、俺もその辺わかって言ってんだけど。

逆に言やあきちっとした形で公的というか、やれないかもしれない。だけど支配人がどっかで、そ

こで聞いて、それを評判いいと、支配人が悪いなんて言うわけないでしょ、あんなとこで。そうい

うこともある。それから、私はこないだちょっと細かいこと言うけど２日か３日か、そんときに聞

いたんだけども、風呂へ、簡単に風呂、あそこ入ったら、こういうとこで言うほどのもんではない

かなと思いながら言うんだけど、お湯が少なくて、ほいで入りにくかった。ほいで入ってからわか

った。それと温度は４１度と設定してあるからというけど、その辺のお客さんの評判はどうですか。

何も悪いことばっか言って悪いけれどもね、その辺どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

営業は日々でございますので、また、お湯の状況も刻々と自然状況のもので変わることもありま

すので、気をつけて見ているというふうには思いますけれども、時としてそういうこともあったの

かなということで、そういうことがあればすぐフロントのほうで対応してですね、直しにいくとい

うことがあると思いますので、それについてはフロント対応で修正をしていくということで対応し

てると思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

細かいことで本当申しわけないんだけどね、ある意味では大事なことだと思うんですよ。せっか

くこれだけ３億、４億の金出してああやって直して、そして市民もいろんな形で行くだろうけども、

入ろうとしたら、そんときは何も言わないんだって。お湯が少ないとかということ言われなくて、

入ろうとしたときに、おまんた来たけんきょうは風呂はお湯は少ないわと言われて、おや、そいや

んと言って入った。入ったというかそのとおりだった。帰りにフロントのところで何か言ったら、

機械がどうのこうのってそこで一応説明受けたっていうけど。入る前に言われんと、入ってから言

われたんじゃ、あんたね。そういうようなところを、これはまあ細か過ぎてね、あれだけれども十

分気をつけてもらいたいなと思います。それがちょっと。市長、何かあったらどうぞ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、支配人の意見では、少し不安なところがあろうかと思うわけでございますので、補足をさせ

ていただきたいわけでございますが、私はこの権現荘のリニューアルして、自分自身がまだ入って

ない部分であることでございますが、しかし、この柵口雪崩災害のときの慰霊祭のときにお伺いさ

せていただいたときに、多くの皆さんが来ておりました。糸魚川市内の忘年会をされる方、またそ

うじゃなくて、単純に温泉に入られる方々、ほんとにふだん着で来られてる方が大勢おられました。

そのときに私もお聞きいたしましたし、また、向こうからも言ってきた方もおられます。その多く

の意見の中においては、ありがとうございました、本当に丸い風呂はええねと。確かに以前のある

風呂を言ったんじゃなくて、新たにつくったお風呂のことも言っていただきました。ですから、私

といたしましても、皆さんの意見のこの中でできたんですよという話の中で対応させていただいて、

非常に皆さん好評でありました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

これ以上、市長あれだわね、あそこ行って、いやこれはああだこうだと文句はあんまり言いませ

んわ、普通ああいうとこ行ってる人は。事実、いいものはいいし、変なもんは変だけど、悪いもの

は悪いけど、大体市長、あなたが行ったら、いいと言うわね、大体。俺はそう思う。それは、それ

としてこれ以上あれしませんが、さっきその前段で言った、原担当の所長もおるけども、やはり陰

でいろんな声があるということは間違いない。言いたいけど言えないという人も結構いる。そうい

うことも含めてひとつ十分ご注意・ご留意いただきたい、こういうこと言っておきます。 

ちょっとあれですが、３番目の桂の工場用地の問題ですけれども、これ私ちょっと調べて、きょ

う原稿あれして調べてみたんだけれども、２５年の６月定例会の私の一般質問の市長答弁で、造成

地の中に個人所有地があることから、土地を取得し企業立地に取り組んでという表現で答弁があっ

たんですけれども、これは当然のことだと思います。そこでしつこいくらいにお聞きしますけれど

も、やはりそういう基本方針で、私の言ったマニュアルづくりは答弁の中に今出てこなかったけれ

ども、その辺と絡めていかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

２５年の５月の全員協議会のときにもご説明しましたとおり、今後の方針として、今、議員言わ

れたような方針で説明をさせてもらっております。その後も交渉を続けておりますけども、特段動

きがないということから、１回目の市長の答弁のとおりということになっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

特段の動きがない、決して古傷にさわるような、そんなことはしませんけれども、このまま、市

長、これどうしてもこれは手が出せないものなんですかね。どうでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

今回の３筆の土地の、北と南のほうは市有地でありますけども、真ん中が個人所有地になってお

ります。したがいまして、その個人所有地のほう、抵当権もついたりとかということでありますけ

ども、その辺の財産整理が動き始めたら、それによって対応したいと思ってます。ぜひそこも市の

土地にして、工業用地等についてですね、工業用地等に使用したいということで考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

ちょっとお伺いしますけれども、全く動きがないんですか。例えば個人名とか相手の会社名は出

しませんけれども、その辺の動きは何にもないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まだ全然動きはございません。 

また、動きという、動いてても、どういう結論が出ないと、動いただけでは、我々も動けるわけ

ではございませんので、結論が出て対応していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

何もね、市長なり担当部署を一方的に非難するつもりはないんですよ。これが動き出したのは、

さっきちょこっと２５年、２６年か、出しましたけれども、その前にああやって動いてった我々議

会も、もちろんあなた方も自省、反省の、せにゃならんと私はこれ思ってる。だからこそ、しつこ

くマニュアルだの何だのと言ってるわけで、これを１つの反省材料としたら、しつこいようだけれ

ども、この件については今一生懸命頑張ってるんだから、今、担当の課長も言ったけども、それは

それでいいんですけれども、何らかのそういう全市的な対応というのは、言葉を変えて言えば考え

直したらいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほども申しましたけども、３筆のうちの土地の、両サイドは市の土地でありますけども、真ん

中が個人所有地であります。したがいまして、両サイドだけ市の土地をそれぞれ別々に活用するの

も１つの方法ですけども、せっかくですので真ん中の土地も市の土地にして、一体となって大きな

土地を活用したいというのが現在のとこであります。そういったことで個人所有地の財産整理のほ

うがきちんと済むのを待ってるという状況であります。 

それからもう１つ、マニュアルづくりですけども、先ほども申しましたとおり公共用地取得の、

議員さんのほうの質問にもございましたけども、市が土地を購入する場合は公共用地取得の損失補

償基準というものがありまして、これは全国的なもの、それから北陸地方に適応するものとかそう

いうことになっておりますので、それに応じて土地を買うというシステムが、もう何といいますか

全国的に確立しておりますので、それによってやっていきたいというものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

前段のほうは私わかるんですよ、これまでもしつこいぐらい取り上げてきたから。だけど、だか

らこそね、マニュアルということにこだわっておるんで、これ全部、私も暗記してるわけじゃない

けれども、公共用地取得に伴う損失補償基準、こういう事務処理、事務処理と言っちゃ悪いけど行

政処理と言ったらいいのか、それだけではなくて、もっと広い意味での失敗を、失敗と言っちゃ悪

いかな、そういうものを何つったらいいんだろう、何というんだろうな、そのことでこういうこと

をこれからも起こさない、何も糸魚川ばっかりじゃないと思う、こういうことは。たまたま我々は

ぶつかったんだけど、そういう意味で何かないのかなということを言っておるんですよね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

１回目のご質問でもお答えさせていただいたとおり、そういった基準マニュアルをやはりしっか

り遵守しながら、そして今いただいた意見をしっかりと教訓とさせていただきたいということで、

その後の事業に取り組んでいる状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

じゃあ、これ以上ここでは言いません。 
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４番目に姫川病院の問題、どうでしょうか、この成り立ち、かかわり合い、あるいは歴史、これ

いっつも私は毎回欠かさず言ってんだけども、そういうことからいうと、私はやはり極めて市ある

いは公的な色合いが強い、ここの質問の項目の中には入れてありますけれども、この１、２、３、

どれを見てもそうなると思う、特に１、２でいえば、私はこれはもう関与してもいいと思うんだけ

れども、どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

姫川病院のですね、旧姫川病院の問題についても、これまでに何回もご説明してきておりますけ

れども、１９年に病院のほうが閉院し、その後、破産手続に入りましたけれども、結果として破産

手続の廃止というような形になっております。現時点におきましては、抵当権が設定されていると

いうような状況もありまして、現時点においても、実態はないんですけれども糸魚川医療生活協同

組合の所有物だということであります。そういう状況の中において、市がすぐに何らかの手を出す

というのはできないというふうに思っております。 

また、防犯面につきましては、地域の住民の皆さんとの声等もありまして、地権者の方と協議を

して、平成２５年に不審者の侵入を防ぐような柵を設置するというのを、市も支援する中で実施を

してきております。市としてとれる対応については、そういう形の中でこれまで対応してきており

ますので、建物そのものについての市としての取り組みは、現時点ではできないという状況であり

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

つまり、もう単刀直入にいうと、市がかかわっていないから。簡単にはそういうことですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

病院が運営されていたときには、地域の医療を担う病院ということで、市としても病院の運営に

いろんな形で助成をしてまいっておりますけれども、病院自体の経営に、その後の状況において、

市は直接的にかかわるところではないということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

空き家等対策の推進に関する特別措置法というのは、これは平成２７年、こないだですか、動き
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出してるんですけれども、この中でやっぱり特定空き家というのがあって、あるいは空き家という

のがあって、当然こういうものについては、何とか地方自治体が関連してやれというような中身の

法律です。この辺の条文というか、法律との関連性はどのように、これ担当課かどうかわからんけ

れども、受けとめて対応しておるかお聞きします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

今、議員おっしゃったように、この５月に、いわゆる空き家対策特別措置法というものができま

して、今の姫川病院についても、いわゆる特定空き家のほうに該当する案件だというふうに認識し

ております。 

ただ、この法律自体、当然日本の法律体系の中では、所有権のほうが優先されるということで、

第一義的には所有者が管理するというのが法体系の中でなっておりまして、最終的にこの特措法で

ですね、当初は指導なりから始まって、最終的には行政代執行ができるというふうな法のつくりに

はなっておりますけども、その代執行に係る費用をどう回収するかということになるとなかなか問

題があるということで、なかなか代執行までいくということについては、非常に難しいというふう

に考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

確かに２条のところで、特定空き家について出ております、そのとおりです。だけど、この法律

というのは、結局、目立つところはそういった空き家が、この法律にも書いてあるけれども、地域

住民の生命とか、あるいは身体、あるいは財産、そういった生活環境、こういうもののためにつく

られた法律なんですよね。ですから、私は確かに、あるいは市長も含めてかどうかわからんけど大

変だと思う、これに対応するのは、そういう意味でね。逆に言うと、せっかくこういう法律まで、

２７年につくられたということは、市にも市の条例もある、類似の。だからそういうものがある中

で、やはり私は、市長、対応というものを、ひとつ事務当局も動員してでも対応に一歩踏み込むべ

きではないかと、こう思うんだけどいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、お答えさせていただいたとおり、いろいろ課題があって今対応できる状況ではございません。

以前もずっと答えてきたわけでありますが、今回は、我々はやはり大きく考え方を変えさせていた

だいております。と、申しますのは、１回目でお答えさせていただいたように、この、新たな状況
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変化があれば対応しますとお答えをさせていただきました。そのようなことで今現在は動ける状態

ではございませんが、また新たな対応があれば応じていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

何かその今の新たなというのは、私も取り上げてるから何か禅問答でやってるみたいだから、今

回はこの辺でこの問題はやめますけれども。新たな、その新たなっつったって、今動かないから、

私は動けと言ってるわけですよ。その辺がちょっと市長と私の考え方違うということだ。しかもこ

ういう新たな国の法制というものも動いてるわけだから、そういうものを逆に市民側に立ってとい

うか、やるべきじゃないかと、それが、私に言わせりゃ新たな状況をつくることにもなる、俺はそ

う思う。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、そのような新たな、そういった対応ができたけれども、検討いたした結果、それでもまだ動

けない状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 

○１５番（吉岡静夫君） 

これ以上、禅問答をやっていてもしょうがないんで、ここはこれで一応打ち切りますけれども。 

５番目の国道８号、これは一応それでも長い、さっき磯野八郎さんの名前まで出しましたけれど

も、中でここまで来たから、私はそれなりに国も含めて地元含めて、地元というか関係区も含めて

一緒にやってきたんだけど、一生懸命やってきたということをさらに拍車をかけてやっていただき

たいと思います。あと４キロであります。そのことを一応表明しときます。 

さて、そこでもう一回、もう１分ありますんで、最初の創生問題、「勝ち行く」問題行きます。

やはり市長もいろいろ言われたけれども、「勝ち行く」という言葉を使ってね、それはそれなりの

今説明もあった。けれども、私はやはりこの中ににじみ出てるのは、何か強けりゃいいんだ、元気

さえありゃいいんだという、そういうふうに私は受けとめざるを得ない。そうじゃなくて、冒頭も

言ったように元気も出せない、金もない、力もない、だけどここに俺は住んでいたい、あるいは住

まざるを得ないという人も結構いるわけだ。そういうことを考えてこういうものに力を入れていく

べきだと、そういうことを私は改めて言わせていただいて、きょうの一般質問を終わります。 

以上です。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、吉岡議員の質問が終わりました。 
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これを持ちまして一般質問を終結いたします。 

以上で本日の全日程が終了いたしました。 

本日はこれにて散会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後３時４７分 散会〉 
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